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イ
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点

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

新しい学習指導要領→ 2020 年〜 2030 年頃までの間，子供たちの学びを
支える
　　　　　　　情報化，グローバル化の加速度的進展
　　　　　　　人工知能（AI）の飛躍的進化　　　　　

　など

→そのような予測困難な時代にあっても，未来の創り手となるために必要な
　資質・能力を確実に子供たちに育むことが必要。
●そのためには…

◆よりよい学校教育を通じて，よりよい社会を創るという目標を学校と社会
が共有

◆学校教育のよさをさらに進化させるため，学校教育を通じて子供たちが身
に付けるべき資質・能力や学ぶべき内容などの全体像を分かりやすく見渡
せる「学びの地図」として，学習指導要領を示し，幅広く共有

社会に開かれた教育課程

急激な
社会的変化

学習指導要領改訂の方向性

教育内容の主な改善事項／その他の重要事項

○言語能力の確実な育成	（例）学習の基盤としての各教科等における言語活動（実験レポートの作成など）の充実

○理数教育の充実	 （例）日常生活等から問題を見いだす活動や見通しをもった観察・実験などの充実により学習の質を向上

○伝統や文化に関する教育の充実　
	 （例）古典など我が国の言語文化，我が国や郷土の音楽・和楽器，武道などの指導の充実

○道徳教育の充実	 （例）道徳的価値を自分事として理解し，多面的・多角的に深く考えたり，議論したりする道徳教育の充実

○体験活動の充実	 （例）生命の有限性や自然の大切さ，挑戦や他者との協働の重要性を実感するための体験活動の充実

○外国語教育の充実	 （例）小中高一貫した学びを重視し，外国語能力の向上を図る目標の設定／国語教育との連携

○初等中等教育の一貫した学びの充実　
	 （例）学校段階間の円滑な接続や教科横断的な学習の重視

○主権者教育，消費者教育，防災・安全教育などの充実
○情報活用能力（プログラミング教育を含む）	
	 （例）コンピュータ等を活用した学習活動の充実

○部活動	 （例）教育課程との関連に留意／社会教育関係団体等との連携による持続可能な運営体制の構築

○子供たちの発達の支援（障害に応じた指導，日本語の能力等に応じた指導，不登校等）

学習指導要領改訂の背景

　(育成を目指す資質・能力の三つの柱／カリキュラム・
　　マネジメント／主体的・対話的で深い学び )

育成を目指す資質・
能力の三つの柱 学びに向かう力，

人間性等

どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

知識及び技能

何を理解しているか
何ができるか

思考力，判断力，
表現力等

理解していること・
できることをどう使うか

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

新しい時代に必要となる資質 ･能力の育成と，学習評価の充実
学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力，人間性等の涵養

生きて働く
知識及び技能の習得

未知の状況にも対応できる
思考力，判断力，表現力等の育成

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し，
社会と連携･協働しながら，未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における ｢カリキュラム ･マネジメント｣ の実現

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

小学校の外国語教育の教科化，高校の新科目「公共」の新設など
各教科等で育む資質･能力を明確化し，目標や内容を構造的に示す

主体的・対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」）
の視点からの学習過程の改善

生きて働く知識及び技能の習得
など，新しい時代に求められる
資質･能力を育成
知識の量を削減せず，質の高い理解
を図るための学習過程の質的改善

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

（本誌面については，新「学習指導要領」（文部科学省告示）の規定や答申の内容をもとに新学社編集部の責任において新たに作成したものである。）
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★
◆
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
「
生
き
る
力
」
の

育
成
…
確
か
な
学
力
／
豊
か
な
人
間
性
（
道
徳
教
育
、

体
験
活
動
な
ど
の
充
実
）
／
健
康
・
体
力

★
◆
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成

第
１　

中
学
校
教
育
の
基
本
と
教
育
課
程
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

★
は
新
規
・
大
幅
改
訂

育成を目指す資質・能力の三つの柱
❶生きて働く知識及び技能の習得
各教科等において習得する知識や技能。個別の事実的な知識だけではなく，それらが相互に関
連付けられ，さらに社会の中で生きて働く知識を含む。

❷未知の状況にも対応できる思考力，判断力，表現力等
・物事の中から問題を見いだし，その問題を定義し解決の方向性を決定し，解決方法を探して計

画を立て，結果を予測しながら実行し，振り返って次の問題発見・解決につなげていく
・精査した情報を基に自分の考えを形成し，文章や発話によって表現したり，目的や場面，状況

等に応じて互いの考えを適切に伝え合い，多様な考えを理解したり，集団としての考えを形
成したりしていく

・思いや考えを基に構想し，意味や価値を創造していく

❸学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力，人間性の涵養
「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」をどのような方向性で働かせていくかを決定付
ける重要な要素。
・学びに向かう力，自己の感情や行動を統制する能力，自らの思考の過程等を客観的に捉える力

などいわゆる「メタ認知」に関するもの
・協働する力，持続可能な社会づくりに向けた態度，リーダーシップやチームワーク，感性，優

しさや思いやりなどの「人間性等」

★
◆
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

★
◆
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た
各
学
校
の
教
育

目
標
を
明
確
に
し
、
基
本
方
針
を
家
庭
や
地
域
と
共
有

★
◆
教
科
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資
質
・
能
力
の
育
成

　

・
言
語
能
力
、
情
報
活
用
能
力
、
問
題
発
見
・
解
決
能
力

等
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力

　

・
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
し
て
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

　

◆
教
育
課
程
の
編
成
に
お
け
る
共
通
的
事
項

【
内
容
】

　

・
指
導
の
順
序
の
工
夫

　

・
複
式
学
級
、
選
択
教
科
の
開
設

　

・
道
徳
教
育
は
特
別
の
教
科
道
徳
に
示
さ
れ
た
内
容
で
、

道
徳
教
育
に
関
す
る
配
慮
事
項
を
踏
ま
え
て
実
施

【
授
業
時
数
】

　

・
年
間
35
週
以
上
に
わ
た
っ
て
行
う
よ
う
計
画

第
２　

教
育
課
程
の
編
成　
　
　
　
何
を
学
ぶ
か

「カリキュラム・マネジメント」の三つの側面

❶各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校教
育目標を踏まえた教科等横断的な視点で，その目
標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列して
いくこと。

❷教育内容の質の向上に向けて，子供たちの姿や地
域の現状等に関する調査や各種データ等に基づ
き，教育課程を編成し，実施し，評価して改善を図
る一連の PDCA サイクルを確立すること。

❸教育内容と，教育活動に必要な人的・物的資源等
を，地域等の外部の資源も含めて活用しながら効
果的に組み合わせること。

　

・
生
徒
会
活
動
、
学
校
行
事
は
、
内
容
に
応
じ
、
適
切
な

授
業
時
数
を
特
別
活
動
の
授
業
に
カ
ウ
ン
ト

　

・
授
業
の
１
単
位
時
間
の
適
切
な
設
定

★
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
は
、
内
容(

単
元
や
題
材
な
ど)

や

時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
し
た
中
で
実
施
さ
れ
る
な
ど

条
件
が
整
っ
て
い
る
場
合
は
授
業
時
数
に
カ
ウ
ン
ト

　

・
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
弾
力
的
な
時
間
割
の
編
成

　

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
特
別
活
動
（
学
校
行
事
）

を
実
施
可
能
（
同
様
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
場
合
）

【
配
慮
事
項
】

★
・
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び(

※
次
ペ
ー
ジ
上
段)

の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
通
し
て
資
質
・
能
力
を

育
む
効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

　

・
内
容(

単
元
等)

や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
し
な
が
ら
、

指
導
事
項
の
ま
と
め
方
や
重
点
の
置
き
方
を
工
夫

　

・
各
教
科
、
各
学
年
間
の
関
連
を
図
り
、
系
統
的
・
発
展

的
な
指
導
を
実
施

★
◆
小
中
、
中
高
の
円
滑
な
接
続
が
図
れ
る
よ
う
な
工
夫

★
◆
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業

改
善

★
・
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
見
方
・
考
え
方
を
軸
と
し

た
授
業
改
善
の
取
り
組
み
を
活
性
化

　

・
単
元
の
ま
と
ま
り(

単
元
・
時
間
等)

を
見
通
し
な
が

ら
実
施

　

・
国
語
科
を
要
と
す
る
、
各
教
科
の
言
語
活
動
の
充
実

　

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
視
聴
覚
教
材
な
ど
の
活
用

　

・
見
通
し
を
立
て
た
り
、
振
り
返
っ
た
り
す
る
活
動
の
実
施

★
・
体
験
活
動
の
重
視
（
家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
）

　

・
生
徒
の
自
主
的
、
自
発
的
な
学
習
の
促
進

　

・
学
校
図
書
館
の
計
画
的
な
利
用
、
読
書
活
動
の
充
実

★
・
地
域
施
設
を
活
用
し
た
、
情
報
収
集
や
鑑
賞
等
の
活
動

の
充
実

第
３　

教
育
課
程
の
実
施
と
学
習
評
価

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か　

何
が
身
に
付
い
た
か

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の視点
【主体的な学び】
学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見
通しを持って粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体
的な学び」が実現できているか。

【対話的な学び】
子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えるこ
と等を通じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。

【深い学び】
習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え
方」を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査し
て考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造
したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。

◆
学
習
評
価
の
充
実

　

・
生
徒
の
良
い
点
や
進
歩
の
状
況
を
積
極
的
に
評
価

　

・
目
標
の
実
現
に
向
け
た
学
習
状
況
を
把
握
す
る
観
点
か

ら
、
単
元
や
題
材
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見

通
し
な
が
ら
評
価
の
場
面
や
方
法
を
工
夫
（
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
評
価
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
な
ど
）

　

・
学
習
の
過
程
や
成
果
を
評
価
し
、
授
業
を
改
善

★
・
学
年
や
学
校
段
階
を
超
え
、
学
習
成
果
を
円
滑
に
接
続

す
る
よ
う
に
工
夫

小・中・高の各教科を通じて，
3観点に整理
→目標に準拠した評価の実質化
→教科・校種を超えた共通理解
に基づく組織的な取組を促進

【現行】 【新しい評価の観点】

学習評価の
4観点

学力の3要素
（学校教育法）
（学習指導要領）

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

知識及び技能

思考力，判断力，
表現力等

主体的に学習に
取り組む態度

「学びに向かう力，人間性等」に示さ
れた資質・能力には、観点別評価に
なじまないもの（感情や思いやり等）
も含まれており，観点別評価と個人
内評価の両面で見取る必要がある。

（本誌面については，新「学習指導要領」（文部科学省告示）の規定や答申の内容をもとに新学社編集部の責任において新たに作成したものである。）

総
則
の
要
点

第
６　

道
徳
教
育
に
関
す
る
配
慮
事
項

第
５　

学
校
運
営
上
の
留
意
事
項

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か　

第
４　

生
徒
の
発
達
の
支
援

生
徒
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か　

　
不
登
校
生
徒
へ
の
配
慮

　

・
保
護
者
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
専
門
家
の
助
言

や
援
助
を
得
て
、
社
会
的
自
立
を
目
指
す
観
点
か
ら

個
々
の
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
情
報
の
提
供
そ
の
他
必

要
な
支
援

　

・
個
別
学
習
な
ど
、
指
導
方
法
や
指
導
体
制
を
工
夫
改
善

　
学
齢
を
経
過
し
た
者
へ
の
配
慮

　

・
年
齢
、
経
験
、
勤
労
状
況
な
ど
の
実
情
を
踏
ま
え
る

　

※
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」（
平
成
26
年
批
准
）

　

※
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」（
平
成
28
年
施
行
）

◆
教
育
課
程
の
改
善
と
学
校
評
価
、
教
育
課
程
外
の
活
動
と

の
連
携
等

★
・
各
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
実
施
。
学
校
評
価
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
関
連
付
け
て
実
施

★
・
食
育
や
い
じ
め
防
止
な
ど
の
各
分
野
に
お
け
る
学
校
の

全
体
計
画
と
関
連
付
け
し
、
教
育
課
程
を
編
成
・
実
施

★
・
教
育
課
程
外
の
学
校
教
育
活
動
と
教
育
課
程
の
関
連
が

図
ら
れ
る
よ
う
留
意
す
る
。
特
に
、
部
活
動
は
、
教
育

課
程
と
の
関
連
に
留
意
。
地
域
の
協
力
を
得
る
な
ど
、

持
続
可
能
な
運
営
体
制
を
整
備

◆
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
・
協
働
、
学
校
間
の
連
携

　

・
世
代
を
超
え
た
交
流
（
高
齢
者
や
異
年
齢
の
子
供
な
ど
）

　

・
他
の
学
校
間
と
の
連
携
・
交
流

　

・
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
と
の
交
流
及
び
共
同
学
習

　

・
道
徳
教
育
の
目
標
を
踏
ま
え
、
全
体
計
画
を
作
成
し
、「
道

徳
教
育
推
進
教
師
」
を
中
心
に
全
教
員
が
協
力
し
て
実
施

　

・
職
場
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
然
体
験
活
動
な

ど
、
豊
か
な
体
験
を
充
実

　

・
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
共
通
理
解
を
深
め
、
相
互
に
連
携

◆
生
徒
の
発
達
を
支
え
る
指
導
の
充
実

　

・
学
級
経
営
の
充
実
を
図
り
、
教
師
と
生
徒
と
の
信
頼
関

係
及
び
生
徒
相
互
の
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
育
成

★
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
双
方
で
発
達
を
支
援

　

・
生
徒
の
自
己
実
現
を
図
れ
る
よ
う
生
徒
指
導
を
充
実

★
・
組
織
的
・
計
画
的
な
進
路
指
導(

キ
ャ
リ
ア
教
育)

の

実
施

　

・
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
（
習
熟
度
別
学
習
な
ど
）

★
◆
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
生
徒
へ
の
指
導

　
障
害
の
あ
る
生
徒
な
ど
へ
の
指
導
※

　

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
や
指
導
計
画
を
作
成
し
活
用

　

・
個
々
の
生
徒
の
障
害
の
状
態
等
に
応
じ
た
指
導
内
容
や

指
導
方
法
の
工
夫
を
、
組
織
的
、
計
画
的
に
実
施

　
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
な
ど
へ
の
指
導

　

・
学
校
生
活
へ
の
適
応
を
図
り
、
外
国
に
お
け
る
生
活
経

験
を
生
か
す
指
導
の
実
施

　
・
日
本
語
の
習
得
に
困
難
の
あ
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、個
々

の
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
指
導
内
容
や
指
導
方
法
の
工

夫
を
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

@Sing 2@Sing 3



　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
は
じ
め
と
す
る

技
術
革
新
が
急
速
に
進
む
中
、
こ
れ
か
ら
の
生
徒
に
は
、
こ

う
し
た
社
会
の
変
化
に
受
け
身
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、

主
体
的
に
向
き
合
っ
て
関
わ
り
合
い
、
自
ら
新
し
い
社
会
の

在
り
方
を
形
作
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

理
念
の
下
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な

資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
、

各
教
科
等
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
総
則
の
構
成

を
従
来
の
も
の
か
ら
大
き
く
変
更
し
、
各
学
校
に
お
け
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
①
中
学

校
教
育
の
基
本
と
教
育
課
程
の
役
割
（
第
１
）、
②
教
育
課

程
の
編
成
（
第
２
）、③
教
育
課
程
の
実
施
と
学
習
評
価
（
第

３
）、
④
生
徒
の
発
達
の
支
援
（
第
４
）、
⑤
学
校
運
営
上
の

留
意
事
項
（
第
５
）、⑥
道
徳
教
育
に
関
す
る
配
慮
事
項
（
第

６
）
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
よ
り
組
織
的
・
計
画
的
に
行
わ
れ
、

教
育
の
質
的
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
実
務

的
に
も
、
学
校
に
お
い
て
教
育
課
程
を
編
成
・
実
施
す
る
際

の
基
準
と
な
る
こ
と
は
勿
論
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
円
滑

に
機
能
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

や
そ
の
他
各
種
の
校
内
研
修
等
に
お
い
て
も
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

総
則
の
変
更
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
以
下
で
は
前
回
か

ら
の
変
更
点
を
中
心
に
要
点
を
整
理
す
る
。

【
総
則
第
１
：
中
学
校
教
育
の
基
本
と
教
育
課
程
の
役
割
】

　

上
述
の
よ
う
に
、
今
回
の
改
訂
で
は
①
知
識
及
び
技
能
、

②
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
、
③
学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等
と
い
う
３
つ
の
柱
か
ら
資
質
・
能
力
を
整
理
し
て

お
り
、
総
則
第
１
の
３
に
お
い
て
も
、
道
徳
科
や
外
国
語
活

動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
も
含
め
た
各
教

科
等
の
指
導
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
が
偏
り
な

く
育
成
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

　

第
１
の
４
で
は
、
新
た
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
様
々
な
内
容
を
含
む
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
、

①
教
科
横
断
的
な
視
点
、
②
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く

教
育
課
程
の
不
断
の
改
善
、
③
教
育
課
程
の
実
施
に
必
要
な

人
的
・
物
的
資
源
の
確
保
、
と
い
う
３
つ
の
側
面
に
集
約
さ

れ
る
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
管
理
職

や
教
務
主
任
等
だ
け
が
行
う
も
の
で
は
な
く
、
全
て
の
教
職

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
実
践
し
て
い
く
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
に
は
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例

え
ば
、
言
語
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
国
語
科
が
中
核
的

な
教
科
と
し
て
そ
の
要
と
な
る
が
、
外
国
語
科
は
も
ち
ろ
ん
、

文部科学省
初等中等教育局
教育課程課　
教育課程企画室長

白井　俊

中
学
校
学
習
指
導

要
領
総
則
の
要
点

数
学
科
に
お
い
て
問
題
解
決
の
過
程
や
結
果
を
図
や
式
を
用

い
て
表
現
す
る
こ
と
、
理
科
に
お
け
る
観
察
・
実
験
の
結
果

な
ど
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
や
発
表
、
特
別
活
動
に
お

け
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
、
各
教
科
等
の
言
語
活
動
を
通

じ
て
育
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
国
語
以
外
を
担
当
す
る
教

員
に
お
い
て
も
、
自
ら
の
担
当
教
科
等
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
か
、
国
語
科
と
相
互
に
関
連
を

図
っ
た
指
導
を
ど
の
よ
う
に
充
実
す
る
か
等
、
教
科
横
断
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
る
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
教
員
一
人
一
人
の
意
識
と
実
践
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
有
効
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
総
則
第
２
：
教
育
課
程
の
編
成
】

　

第
２
の
１
で
は
、
各
学
校
が
そ
の
教
育
目
標
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
教
育
課
程
の
編
成
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方

針
を
家
庭
や
地
域
と
も
共
有
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
教
育
の
目
標
を
、
教
育
課
程
を
通
じ
て
学
校
が
社

会
と
共
有
し
て
い
く
と
い
う「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
特
に
家
庭
や
地
域
と
の
効

果
的
な
連
携
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

第
２
の
２
で
は
、
言
語
能
力
や
情
報
活
用
能
力
、
問
題
発

見
・
解
決
能
力
等
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
を
適

切
に
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
科
横
断
的
な
視
点

か
ら
教
育
課
程
を
編
成
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
す
る
主
権
者
教
育
や

食
育
、
防
災
教
育
等
に
つ
い
て
も
、
一
つ
の
教
科
等
の
枠
組

み
だ
け
で
な
く
様
々
な
教
科
等
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
教
科
横
断
の
視
点
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
今
回
の

改
訂
は
、
未
曽
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
後
の

初
め
て
の
改
訂
で
あ
り
、
放
射
線
の
科
学
的
な
理
解
等
の
充

実
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
放
射
線
の
科
学
的
な
理
解
や

科
学
的
に
探
究
す
る
態
度
（
理
科
）、
健
康
の
成
り
立
ち
に

つ
い
て
の
理
解
（
保
健
体
育
科
）、
食
品
の
選
択
に
つ
い
て

の
理
解
（
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
））、
情
報
と

情
報
の
関
係
や
情
報
の
信
頼
性
の
確
か
め
方
（
国
語
科
）
な

ど
の
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
教
科
等
横
断
的
な
視
点

を
持
っ
て
教
育
課
程
を
編
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
等
に
お

い
て
必
要
な
指
導
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

第
２
の
３
（
３
）
で
は
、指
導
計
画
の
作
成
に
際
し
て
、「
単

元
や
題
材
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
す
」
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
教
育
実
践
や
各
種
研

修
等
に
お
け
る
授
業
改
善
の
取
組
が
、
や
や
も
す
れ
ば
一
回

一
回
の
授
業
に
お
け
る
指
導
技
術
の
改
善
に
力
点
が
置
か
れ

過
ぎ
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
後

述
す
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け

た
授
業
改
善
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
複
数
回
の
授
業
に

わ
た
る
見
通
し
を
持
っ
た
上
で
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
総
則
第
３
：
教
育
課
程
の
実
施
と
学
習
評
価
】

　

第
３
の
１
（
１
）
は
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
は
、
各
教
科
等
に
お
け
る

優
れ
た
授
業
改
善
等
の
取
組
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
要
素
で

あ
り
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お
い
て
、
こ
れ
を
学

習
指
導
要
領
上
に
明
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
教
員
の

世
代
交
代
が
急
速
に
進
む
中
で
、
若
手
の
教
員
に
優
れ
た
教

育
実
践
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
普
遍
的
な
授
業
改
善
の
要
素
を
学
習
指
導

要
領
に
明
記
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
優
れ

た
教
育
実
践
が
よ
り
円
滑
に
若
い
世
代
に
継
承
さ
れ
、
更
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

中
教
審
答
申
に
お
い
て
は
、
①
学
ぶ
こ
と
に
興
味
や
関
心

を
持
ち
、
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
方
向
性
と
関
連
付
け
な

が
ら
、
見
通
し
を
持
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組
み
、
自
己
の
学

習
活
動
を
振
り
返
っ
て
次
に
つ
な
げ
る
「
主
体
的
な
学
び
」

が
実
現
で
き
て
い
る
か
、
②
子
ど
も
同
士
の
協
働
、
教
職
員

や
地
域
の
人
と
の
対
話
、
先
哲
の
考
え
方
を
手
掛
か
り
に
考

え
る
こ
と
等
を
通
じ
、
自
己
の
考
え
を
広
げ
深
め
る
「
対
話

的
な
学
び
」
が
実
現
で
き
て
い
る
か
、
③
習
得
・
活
用
・
探

究
と
い
う
学
び
の
過
程
の
中
で
、
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ

た
「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
な
が
ら
、
知
識
を
相
互
に

関
連
付
け
て
よ
り
深
く
理
解
し
た
り
、
情
報
を
精
査
し
て
考

え
を
形
成
し
た
り
、
問
題
を
見
い
だ
し
て
解
決
策
を
考
え
た

り
、
思
い
や
考
え
を
基
に
創
造
し
た
り
す
る
こ
と
に
向
か
う

「
深
い
学
び
」
が
実
現
で
き
て
い
る
か
、と
い
う
視
点
に
立
っ

た
授
業
改
善
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
上
記
の
③
に
関
し
て
、「
深
い
学
び
」
を
実

現
し
て
い
く
た
め
の
鍵
と
な
る
の
が
「
見
方
・
考
え
方
」
で

あ
り
、
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
物
事
を
捉
え
る
視
点

や
考
え
方
の
こ
と
で
あ
る
。「
見
方
・
考
え
方
」
は
、
新
し

い
知
識
及
び
技
能
を
既
有
の
知
識
及
び
技
能
と
結
び
つ
け
な

が
ら
習
得
し
た
り
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
よ
り

豊
か
な
も
の
と
し
た
り
、
社
会
や
世
界
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

る
か
の
視
座
を
形
成
し
た
り
す
る
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
１
６
０
３
年
に
江
戸
幕
府
が
成
立
し
た
」、「
昆

虫
の
足
は
６
本
で
あ
る
」
と
い
っ
た
断
片
的
な
知
識
を
生
き

て
働
く
知
識
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
見
方
・
考
え
方
」
を

働
か
せ
た
学
習
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
は
、
外
形

的
な
指
導
方
法
の
み
に
着
目
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い
っ
た
指
導
法
を
取

り
入
れ
、
生
徒
間
の
対
話
が
行
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ

う
し
た
状
態
の
み
を
も
っ
て
良
し
悪
し
を
判
断
す
べ
き
性
質

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
十
分
に
留
意
し
た
い
。

　

ま
た
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
は
、あ
く
ま
で

も
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
の
上
に
実
現
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
基
礎
・
基
本
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

【
総
則
第
４
：
生
徒
の
発
達
の
支
援
】

　

生
徒
一
人
一
人
の
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
く
上
で
、

教
師
と
生
徒
、
ま
た
生
徒
間
の
良
好
な
人
間
関
係
は
、
学
習

や
生
活
の
基
盤
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
第
４
の
１
（
１
）
で

は
、
学
級
経
営
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
主
に
集
団
を
対

象
と
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
個
々
の
生
徒
を
対
象
と
す
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
双
方
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
生
徒
の
発
達

を
支
援
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
４
の
２
で
は
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
生

徒
へ
の
指
導
に
関
す
る
記
述
を
大
幅
に
充
実
さ
せ
て
い
る
。

特
に
、
第
４
の
２
（
１
）
で
は
、
障
害
の
あ
る
生
徒
な
ど
に

つ
い
て
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
教
育
課
程
編
成
の
基
本

的
な
考
え
方
や
、
個
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

教
育
課
程
実
施
上
の
留
意
事
項
な
ど
が
一
体
的
に
分
か
る
よ

う
に
整
理
し
、
一
人
一
人
の
障
害
の
種
類
や
程
度
を
的
確
に

把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
指
導
が
行
わ
れ
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
４
の
２
（
３
）
で
は
、
不
登
校

の
生
徒
に
対
し
て
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
相
当
の
期
間
に
わ
た
り
欠
席
す
る
と
認
め

ら
れ
る
生
徒
に
対
し
て
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
場
合

の
留
意
事
項
を
示
し
て
い
る
。

【
総
則
第
５
：
学
校
運
営
上
の
留
意
事
項
】

　

第
５
の
１
で
は
、
校
長
の
方
針
の
下
に
、
教
職
員
一
人
一

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
基
づ
い
て
相
互
に
連
携
し
な
が

ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
学
校
評
価
に
際
し
て
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
関
連
付
け
な
が
ら
実
施
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
管
理

職
や
教
務
主
任
等
の
限
ら
れ
た
教
員
だ
け
で
な
く
、
教
職

員
一
人
一
人
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
、

実
践
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
学
校
評
価
に
お
い

て
も
重
要
な
観
点
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
５
の
２
で
は
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
の
連
携
等
に
つ
い

て
示
し
て
い
る
。
前
述
の
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
理
念
を
実
現
し
て
い
く
観
点
か
ら
も
、
学
校
の
教
育
活
動

に
つ
い
て
家
庭
や
地
域
に
対
し
て
適
切
な
情
報
発
信
を
行
い
、

そ
の
理
解
や
協
力
を
得
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

世
代
間
、
学
校
間
、
障
害
あ
る
子
供
と
の
間
の
交
流
等
の
機

会
の
充
実
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。

【
総
則
第
６
：
道
徳
教
育
に
関
す
る
配
慮
事
項
】

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
の
学
習
指
導
要
領
の

一
部
改
正
に
よ
り
特
別
の
教
科
化
し
、
中
学
校
に
つ
い
て
は

平
成
31
年
か
ら
全
面
実
施
と
さ
れ
て
い
る
。
総
則
に
お
い
て

も
平
成
27
年
の
一
部
改
正
後
の
規
定
を
受
け
継
い
で
お
り
、

今
後
と
も
、
道
徳
教
育
の
着
実
な
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
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※
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る
と
は
、
生
徒
が
学
習
の
中
で
、

対
象
と
言
葉
、
言
葉
と
言
葉
と
の
関
係
を
、
言
葉
の
意
味
、
働
き
、
使
い

方
等
に
着
目
し
て
捉
え
た
り
問
い
直
し
た
り
し
て
、
言
葉
へ
の
自
覚
を
高

め
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
各
学
年
の
学
習
内
容
は
、
前
後
の
学
年
で
取
り
上
げ
て
も
よ
い
。

〔
知
識
及
び
技
能
〕

（
1
）
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

　
　

・
事
象
や
行
為
、
心
情
を
表
す
語
句
の
量
を
増
す
。

　
　

・
比
喩
、
反
復
、
倒
置
、
体
言
止
め
な
ど
の
表
現
技
法

　
を
理
解
し
使
う
。

（
2
）
情
報
の
扱
い
方

　
　

・
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

　
　

・
情
報
の
整
理
の
仕
方
、
引
用
の
仕
方
や
出
典
の
示
し

　

方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
使
う
。

（
3
）
我
が
国
の
言
語
文
化

　
　

・
共
通
語
と
方
言
の
果
た
す
役
割
を
理
解
す
る
。

　
　

・
読
書
が
、
知
識
や
情
報
を
得
た
り
、
考
え
を
広
げ
た

　

り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
を
理
解
す
る
。

〔
知
識
及
び
技
能
〕

（
1
）
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

　
　

・
理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
語
句

　
の
量
を
増
す
。

（
2
）
情
報
の
扱
い
方

　
　

・
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

　
　

・
情
報
の
信
頼
性
の
確
か
め
方
を
理
解
し
使
う
。

（
3
）
我
が
国
の
言
語
文
化

　
　

・
長
く
親
し
ま
れ
て
い
る
言
葉
や
古
典
の
一
節
を
引
用

　

す
る
な
ど
し
て
使
う
。

　
　

・
読
書
の
意
義
と
効
用
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

〔
知
識
及
び
技
能
〕

（
1
）
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

　
　

・
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
語
句
の
量
を
増
す
。

（
2
）
情
報
の
扱
い
方

　
　

・
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

　
　

・
情
報
と
情
報
と
の
関
係
の
様
々
な
表
し
方
を
理
解
し

　

使
う
。

（
3
）
我
が
国
の
言
語
文
化

　
　

・
現
代
語
訳
や
語
注
な
ど
を
手
掛
か
り
に
作
品
を
読
み
、

　
古
典
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
知
る
。

　
　

・
本
や
文
章
な
ど
に
は
、
様
々
な
立
場
や
考
え
方
が
書

　

か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
読
書
に
生
か
す
。

〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

Ａ　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

　
　

・
根
拠
の
適
切
さ
や
論
理
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
て
、　

　

話
の
構
成
を
工
夫
す
る
。

Ｂ　

書
く
こ
と

　
　

・
根
拠
の
適
切
さ
を
考
え
る
な
ど
し
て
、
自
分
の
考
え

　

が
伝
わ
る
文
章
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

　
　

・
読
み
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
文
章
を
整
え
る
。

Ｃ　

読
む
こ
と

　
　

・
複
数
の
情
報
を
整
理
し
な
が
ら
適
切
な
情
報
を
得
た

　

り
し
て
、
内
容
を
解
釈
す
る
。

　
　

・
文
章
と
図
表
な
ど
を
結
び
付
け
て
内
容
を
解
釈
す
る
。

〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

  

Ａ　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

　
　

・
自
分
の
考
え
や
根
拠
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
、
話
の

　

構
成
を
考
え
る
。

  

Ｂ　
書
く
こ
と

　
　

・
根
拠
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る   

　

文
章
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

　
　

・
読
み
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
文
章
を
整
え
る
。

  

Ｃ　
読
む
こ
と

　
　

・
事
実
と
意
見
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に

　

捉
え
、
要
旨
を
把
握
す
る
。

　
　

・
心
情
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
描
写
を
基
に
捉
え
る
。

〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

Ａ　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

　
　

・
多
様
な
考
え
を
想
定
し
な
が
ら
材
料
を
整
理
し
、
伝

　

え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
。

　
　

 

・
合
意
形
成
に
向
け
て
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る  

Ｂ　

書
く
こ
と

　
　

・
多
様
な
読
み
手
を
説
得
で
き
る
よ
う
に
文
章
の
構
成

　

を
工
夫
す
る
。  

Ｃ　

読
む
こ
と

　
　

・
文
章
を
批
判
的
に
読
み
、
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の

　

の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

　 　　 一
年

三
年

二
年

。

中
学
校
国
語
科
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）の規定及び解説，「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必
要な方策等について（答申）」（中央教育審議会第 197 号）の「別添 2-1」をもとに新学社編集部において作成。（1）〜等の記号は編集部にて加筆。

図・表は「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につ
いて（答申）」（中央教育審議会第 197 号）の「別添 2-3」をもとに新学社編集部において作成。

※必ずしも一方向，順序性の
　ある流れではない。

国語

例）
・言葉の働きや役割，特徴
　やきまり，使い方に関す
　る理解と使い分け
・書写，伝統的な言語文化，
　文章の種類，情報活用に
　関する知識・技能

（2）思考力，判断力，表現力等
例）
・国語で理解したり表現したりするため
　の力
・創造的・論理的思考の側面，感性・情
　緒の側面，他者とのコミュニケーショ
　ンの側面において必要となる力
・考えの形成・深化において必要な力

（1）知識及び技能 （3）学びに向かう力，人間性等
例）
・言葉によって困難を克服し，言葉を通して社　
　会や文化を創造しようとする態度
・我が国の言語文化を享受し，生活や社会の　
　中で活用し，継承・発展させようとする態度
・読書を通して知識を獲得するなどして，人生　
　を豊かにしようとする態度

目標　言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に
　　　表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

＜資質・能力の例＞

（（

（（

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
教
科
・
学
年
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱

に
即
し
た
構
成
に
。
ま
た
、
各
学
年
の
内
容
が
、〔
知

識
及
び
技
能
〕、〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

の
二
項
目
に
分
け
ら
れ
た
。

②
〔
知
識
及
び
技
能
〕
に
お
い
て
は
、
語
彙
指
導
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、情
報
の
扱
い
方
や
、

読
書
の
意
義
や
効
用
に
関
す
る
事
項
が
新
設
さ
れ
た
。

　

 

〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
に
お
い
て
は
、

各
領
域
に
お
い
て
、「
考
え
の
形
成
」
が
位
置
付
け

ら
れ
た
。
ま
た
、
実
際
に
話
し
た
り
聞
い
た
り
書
い

た
り
読
ん
だ
り
す
る
活
動
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

③
漢
字
の
習
得
や
読
書
の
指
導
な
ど
、
他
教
科
等
と
積

極
的
に
関
連
さ
せ
て
指
導
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

主
な
改
善
点

①
漢
字
…
都
道
府
県
名
で
用
い
る
漢
字
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
第
四
学
年
ま
で
の
学
習
配
当
に
な
っ
た
。

②
言
語
活
動
…
実
用
的
な
文
章
を
書
く
例
と
し
て
「
電

子
メ
ー
ル
」
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
、
引
用
し
て
説
明

し
た
り
解
説
し
た
り
す
る
活
動
も
例
示
さ
れ
た
。

（1）社会生活に必要な国語
について，その特質を
理解し適切に使うこと
ができるようにする。

テーマ
の
設定

テーマ
の
設定

考え
の
形成

話題
選択

選書
（本以外も
含む）

構造と
内容の把握

精査
・
解釈

考えの形成

他者の
読むことへの
評価，

他者からの
評価

話題
選択

集団としての
考えの形成進行の計画

話すこと，聞くことの往還

関連する
情報の収集

＊読むこと，
聞くことで

育成した力を
活用

表現
（発話の調整）

記述

推敲

情報収集
＊読むこと，聞くことで育成した力を活用

情報収集
＊読むこと，聞くことで育成した力を活用

内容の整理（必要に応じた質問）

記録，記録の整理

構造と内容の
把握 精査・解釈

考えの形成・深化

考えの形成・深化

内容の検討

内容の検討

構成・表現形式の検討

構成・表現形式の検討

他者の
話すことへの
評価，

他者からの
評価

他者の書く
ことへの評価，
他者からの評価

他者の
聞くこと
への評価，
他者からの
評価

（2）社会生活における人との関わりの中
で伝え合う力を高め，思考力や想像
力を養う。

（3）言葉がもつ価値を認識するとともに，
言語感覚を豊かにし，我が国の言語文
化に関わり，国語を尊重してその能力
の向上を図る態度を養う。

3学年を
通して語彙
指導を充実

3学年を
通して語彙
指導を充実

多様な考えがある前提に
立つこと，文章を批判的に
読むことが求められている

「読書」
新設

「読書」
新設

「読書」
新設

2年から
移行

「長く親しまれて
いる言葉」追加

「情報の
扱い方」
新設

「情報の
扱い方」
新設

3学年を
通して語彙
指導を充実

「情報の
扱い方」
新設

「現代語訳」
「語注」の
活用を追加

表現技法の
例を拡充

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

学
習
目
的
の
理
解
（
見
通
し
）

話
す
こ
と

聞
く
こ
と

話
し
合
う
こ
と

自
分
の
学
習
に
対
す
る
考
察
（
振
り
返
り
）

次
の
学
習
活
動
（
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
、
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
）
へ
の
活
用

書
く
こ
と

読
む
こ
と

国
語
科
に
お
け
る
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ

※
新
「
学
習
指
導
要
領
」（
文
部
科
学
省
告
示
）
を
新
学
社
編
集
部
に
お

い
て
部
分
抜
粋
し
た
上
で
加
工
。

全領域で「根拠」や
相手の立場を意識する
ことが求められている

「複数の情報を整理」「文章と図
表などを結び付けて内容を解釈」
追加。全領域で「根拠」を重視
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改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
教
科
・
各
分
野
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の

柱
に
即
し
た
構
成
に
。
ま
た
、
内
容
が
、〔
ア
知
識

及
び
技
能
〕、〔
イ
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

の
二
項
目
に
分
け
ら
れ
た
。

②
高
校
で
の
科
目
編
成
の
変
更
を
踏
ま
え
つ
つ
、
世
界

の
歴
史
に
関
す
る
内
容
、
主
権
者
教
育
を
目
的
と
し

た
民
主
政
治
の
歴
史
に
関
す
る
内
容
等
を
充
実
さ

せ
、「
歴
史
」
を
５
時
間
増
の
１
３
５
時
間
に
（「
地
理
」

を
５
時
間
減
の
１
１
５
時
間
に
）。

③
防
災
教
育
や
国
土
教
育
な
ど
の
充
実
。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

①
地
理
…
現
行
の
「
世
界
の
地
域
構
成
」
と
「
日
本
の

地
域
構
成
」
は
、
最
初
の
大
項
目
「
世
界
と
日
本
の

地
域
構
成
」
と
し
て
再
構
成
。
地
形
図
等
を
使
っ
た

地
域
調
査
は
三
つ
目
の
大
項
目
の
最
初
で
、
地
域
の

在
り
方
の
考
察
は
分
野
の
ま
と
め
と
し
て
最
後
に
位

置
付
け
。「
日
本
の
諸
地
域
」
の
「
中
核
と
な
る
考

察
の
仕
方
」
が
七
つ
か
ら
五
つ
に
変
更
。

②
歴
史
…
日
本
の
歴
史
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
世
界
史

の
内
容
が
充
実
し
た
。
日
本
の
領
土
の
画
定
や
現
在

の
政
治
制
度
の
来
歴
に
関
連
す
る
歴
史
的
な
事
象
を

詳
し
く
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

③
公
民
…
「
領
域
」
や
「
政
治
参
加
」
に
関
連
す
る
学

習
の
充
実
に
加
え
、「
人
工
知
能
」「
仕
事
と
生
活
の

調
和
」「
起
業
」
な
ど
、
今
日
的
な
問
題
が
事
例
と

し
て
明
記
さ
れ
た
。

社会

中
学
校
社
会
科
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

（1）知識及び技能

（1）−①我が国の国土と歴史，現代
の政治，経済，国際関係等に関し
て理解するとともに，

（1）−②調査や諸資料から様々な情
報を効果的に調べまとめる技能を
身に付けるようにする。

（2）思考力，判断力，
　　表現力等

（2）−①社会的事象の意味や意義，
特色や相互の関連を多面的・多角
的に考察したり，社会に見られる
課題の解決に向けて選択・判断し
たりする力，

（2）−②思考・判断したことを説明
したり，それらを基に議論したり
する力を養う。

（3）学びに向かう力，
　　人間性等

（3）−①社会的事象について，より
よい社会の実現を視野に課題を主
体的に解決しようとする態度を養う
　とともに，

（3）−②多面的・多角的な考察や深
い理解を通して涵

かん

養
よう

される我が国の
国土や歴史に対する愛情，国民主権
を担う公民として，自国を愛し，そ
の平和と繁栄を図ることや，他国や
他国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

目標 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に
立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必
要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
と
は

図・表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）並びに，「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策等について（答申）」（中央教育審議会第 197 号）の「別添資料 1 ／ 3 別添 3-5」をもとに新学社編集部の責任において作成。（ ）

※「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の

社
会
科
、
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
の
各
「
見
方
・
考
え
方
」

を
総
称
す
る
呼
称
で
あ
る
。

社
会
的
事
象

社会的事象の意味や意義，
特色や相互の関連を

考察する力

社会に見られる課題の
解決に向けて

選択・判断する力

社会科における思考力・判断力 学習活動

社会的な見方・考え方＝考察，選択・判断［構想］する際の「視点や方法」

社会的事象の意味や意義，
特色や相互の関連を

考察する

社会に見られる課題を把握して
課題の解決に向けて

選択・判断［構想］する

表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）をもとに新学社編集部の責任において作成。（1）〜，①〜等の記号は新学社編集部にて加筆。（ ）

文部科学省初等中等教育局
教育課程課　教科調査官

杉本　直美

中学校国語科の
改訂の要点

指導要領改訂の趣旨とポイント

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た
整
理

　

今
回
の
改
訂
で
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
明
確

化
を
図
る
た
め
、
全
て
の
教
科
等
の
目
標
及
び
内
容
に
つ
い

て
、「
知
識
及
び
技
能
」、「
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
等
」、「
学

び
に
向
か
う
力
、人
間
性
等
」
の
三
つ
の
柱
で
再
整
理
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
語
科
の
目
標
に
つ
い
て

も
、（
１
）
に
「
知
識
及
び
技
能
」
に
関
す
る
目
標
を
、（
２
）

に
「
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
等
」
に
関
す
る
目
標
を
、（
３
）

に
「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
に
関
す
る
目
標
を
示

し
て
い
る
。

　

冒
頭
に
あ
る
「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
」
と
は
、
中

央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

に
お
け
る
「
深
い
学
び
」
を
考
え
る
鍵
に
な
る
も
の
と
し

て
議
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
言
葉
に
よ
る
見
方･

考
え

方
を
働
か
せ
」
る
と
は
、
生
徒
が
学
習
の
中
で
、
対
象
と
言

葉
、
言
葉
と
言
葉
と
の
関
係
を
、
言
葉
の
意
味
、
働
き
、
使

い
方
等
に
着
目
し
て
捉
え
た
り
問
い
直
し
た
り
し
て
、
言
葉

へ
の
自
覚
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
様
々
な

事
象
の
内
容
を
自
然
科
学
や
社
会
科
学
等
の
視
点
か
ら
理
解

す
る
こ
と
を
直
接
の
学
習
目
的
と
し
な
い
国
語
科
に
お
い
て

は
、
言
葉
を
通
じ
た
理
解
や
表
現
及
び
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る

言
葉
そ
の
も
の
を
学
習
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
言

葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
こ
と
が
、
国
語
科

に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
よ
り
よ
く
身
に
付

け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
国
語
科
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
三
つ
の
柱
に
沿
っ

た
整
理
を
し
て
い
る
。
な
お
、
三
つ
の
柱
の
う
ち
「
学
び
に

向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
に
つ
い
て
は
、
教
科
及
び
学
年
の

目
標
に
お
い
て
ま
と
め
て
示
し
、
指
導
事
項
の
ま
と
ま
り
ご

と
に
示
す
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

学
習
内
容
の
改
善
・
充
実

　
〔
知
識
及
び
技
能
〕、〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

の
各
指
導
事
項
に
つ
い
て
は
、
国
語
科
で
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
が
明
確
に
な
る
よ
う
内
容
を
改
善
し
た
。
主
な
改

善
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
言
葉
の
働
き
に
関
す
る
事
項
の
新
設

　

自
分
が
用
い
て
い
る
言
葉
の
働
き
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ

と
は
、
国
語
科
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
学
年
に
新
設
し
た
。

・
語
彙
指
導
の
改
善
・
充
実

　

各
学
年
に
示
し
た
語
句
の
ま
と
ま
り
を
中
心
に
、
話
や
文

章
の
中
で
使
う
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
語
彙
を
豊
か
に
す
る

指
導
を
小
・
中
学
校
を
通
し
て
系
統
化
し
て
示
し
た
。

・
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
の
新
設

　

話
や
文
章
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
話
や
文
章
に
含

ま
れ
て
い
る
情
報
を
取
り
出
し
て
整
理
し
た
り
そ
の
関
係
を

捉
え
た
り
す
る
こ
と
や
、
話
や
文
章
で
適
切
に
表
現
す
る
た

め
に
、
自
分
の
も
つ
情
報
を
整
理
し
て
そ
の
関
係
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、
小
・

中
学
校
を
通
し
て
新
設
し
た
。

・
学
習
過
程
の
明
確
化
、「
考
え
の
形
成
」
の
重
視

　
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の
各
領
域
に
お
い
て
、

学
習
過
程
を
一
層
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
各
学
習
過
程
で

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
明
確
に
な
る
よ
う
内
容
の
改

善
を
図
っ
た
。
ま
た
、
全
て
の
領
域
に
お
い
て
、
自
分
の
考

え
を
形
成
す
る
学
習
過
程
を
重
視
し
、「
考
え
の
形
成
」
に

関
す
る
指
導
事
項
を
位
置
付
け
た
。

授
業
改
善
の
た
め
の
言
語
活
動
の
創
意
工
夫

　
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の
各
領
域
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
か
を
指
導
事
項
に
示

し
、
ど
の
よ
う
な
言
語
活
動
を
通
し
て
そ
れ
ら
を
育
成
す
る

か
を
言
語
活
動
例
に
示
す
と
い
う
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
各
学
校
の
創
意
工
夫
に
よ
り
授
業
改
善
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
観
点
か
ら
、
従
前
、
示
し
て
い
た
言
語
活
動
例

を
言
語
活
動
の
種
類
ご
と
に
ま
と
め
た
形
で
示
し
た
。
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地　　理 歴　　史 公　　民

視
点
の
例

・位置や分布に関わる視点
・場所に関わる視点
・人間と自然環境との相互依存関係に
　関わる視点
・空間的相互依存作用に関わる視点
・地域に関わる視点

・時系列に関わる視点
・諸事象の推移に関わる視点
・諸事象の比較に関わる視点
・事象相互のつながりに関わる視点

・現代社会をとらえる視点
・社会に見られる課題の解決を構想する
　視点

　例）対立と合意，効率と公正　など

思
考
力
、
判
断
力

考察 選択・判断［構想］ 考察 選択・判断［構想］ 考察 選択・判断［構想］
地域の特色や地域相
互の関連を多面的・多
角的に考察する力

地域に見られる課題の
解決に向けて，複数の
立場や意見を踏まえて
選択・判断する力

時代の転換の様子や
各時代の特色を多面
的・多角的に考察する
力

歴史に見られる諸課題
について，複数の立場
や意見を踏まえて選択・
判断する力

社会的事象の意味や
意義，特色や相互の
関連を多面的・多角的
に考察する力

複数の立場や意見を踏
まえて構想する力

問
い
の
例

・それはどこに位置
するだろう。

・そこでの生活はま
わりの自然環境か
らどのような影響を
受けているだろう。

　　　　　　　など

・それはどのような
場所とするべきな
のだろう。

・それは他の場所と
どのような関係を持
つべきなのだろう。

　　　　　　　など

・いつおこったか。
・前の時代とどのよ
　うに変わったか。
・なぜおこったか。
・どのような影響を
　及ぼしたか。など

・なぜそのような判
断をしたと考えら
れるか。

・歴 史を振り返り，
よりよい未来の創
造のために，どの
ようなことが必要
とされるか。  など

・なぜ市場経済とい
う仕組みがあるの
か，どのような機
能があるのか。

・民主的な社会を営
むために，なぜ法
に基づく政治が大
切なのか。　 など

・よりよい決定の仕
方とはどのような
ものか。

・社会保障とその財
源の確保の問題を
どのように解決し
ていったらよいか。

など

中
学
校
社
会
科
の

「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
の
例

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

地
理

A
世
界
と
日
本
の
地
域
構
成

　

⑴
地
域
構
成

　
　

①
世
界
の
地
域
構
成

　
　

②
日
本
の
地
域
構
成

B
世
界
の
様
々
な
地
域

　

⑴
世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

　

⑵
世
界
の
諸
地
域

　
　

①
ア
ジ
ア　
　
　

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　

③
ア
フ
リ
カ　
　

④
北
ア
メ
リ
カ

　
　

⑤
南
ア
メ
リ
カ　

⑥
オ
セ
ア
ニ
ア

C
日
本
の
様
々
な
地
域

　

⑴
地
域
調
査
の
手
法

　

⑵
日
本
の
地
域
的
特
色
と
地
域
区
分

　
　

①
自
然
環
境　

②
人
口　

③
資
源
・
エ
ネ
ル

　
　

ギ
ー
と
産
業　

④
交
通
・
通
信

　

⑶
日
本
の
諸
地
域

　
　
（
以
下
①
〜
⑤
は
考
察
の
仕
方
の
中
核
）

　
　

①
自
然
環
境　

②
人
口
や
都
市
・
村
落

　
　

③
産
業　

④
交
通
や
通
信　

⑤
そ
の
他

　

⑷
地
域
の
在
り
方

歴
史

A
歴
史
と
の
対
話

　

⑴
私
た
ち
と
歴
史

　

⑵
身
近
な
地
域
の
歴
史

B
近
世
ま
で
の
日
本
と
ア
ジ
ア

　

⑴
古
代
ま
で
の
日
本

　
　
（
ア
）
世
界
の
古
代
文
明
や
宗
教
の
お
こ
り

　
　
（
イ
）
日
本
列
島
に
お
け
る
国
家
形
成

　
　
（
ウ
）
律
令
国
家
の
形
成

　
　
（
エ
）
古
代
の
文
化
と
東
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り

※
新
学
社
編
集
部
の
責
任
に
お
い
て
部
分
抜
粋
し
た
上
で
加
工
。

　

⑵
中
世
の
日
本

　
　
（
ア
）
武
家
政
治
の
成
立
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
交
流

　
　
（
イ
）
武
家
政
治
の
展
開
と
東
ア
ジ
ア
の
動
き

　
　
（
ウ
）
民
衆
の
成
長
と
新
た
な
文
化
の
形
成

　

⑶
近
世
の
日
本

　
　
（
ア
）
世
界
の
動
き
と
統
一
事
業

　
　
（
イ
）
江
戸
幕
府
の
成
立
と
対
外
関
係

　
　
（
ウ
）
産
業
の
発
達
と
町
人
文
化

　
　
（
エ
）
幕
府
の
政
治
の
展
開

C
近
現
代
の
日
本
と
世
界

　

⑴
近
代
の
日
本
と
世
界

　
　
（
ア
）
欧
米
に
お
け
る
近
代
社
会
の
成
立
と

　
　
　
　

  

ア
ジ
ア
諸
国
の
動
き

　
　
（
イ
）
明
治
維
新
と
近
代
国
家
の
形
成

　
　
（
ウ
）
議
会
政
治
の
始
ま
り
と
国
際
社
会
と
の
関
わ
り

　
　
（
エ
）
近
代
産
業
の
発
展
と
近
代
文
化
の
形
成

　
　
（
オ
）
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
国
際
情
勢
と

　
　
　
　

 

大
衆
の
出
現

　
　
（
カ
）
第
二
次
世
界
大
戦
と
人
類
へ
の
惨
禍

　

⑵ 

現
代
の
日
本
と
世
界

　
　
（
ア
）
日
本
の
民
主
化
と
冷
戦
下
の
国
際
社
会

　
　
（
イ
）
日
本
の
経
済
の
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
　
　
　

 

す
る
世
界

公
民

A
私
た
ち
と
現
代
社
会

　

⑴
私
た
ち
が
生
き
る
現
代
社
会
と
文
化
の
特
色

　

⑵
現
代
社
会
を
捉
え
る
枠
組
み

B
私
た
ち
と
経
済

　

⑴
市
場
の
働
き
と
経
済

　

⑵
国
民
の
生
活
と
政
府
の
役
割

C
私
た
ち
と
政
治

　

⑴
人
間
の
尊
重
と
日
本
国
憲
法
の
基
本
的
原
則

　

⑵
民
主
政
治
と
政
治
参
加

D
私
た
ち
と
国
際
社
会
の
諸
課
題

　

⑴
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増
大

　

⑵
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

　

今
回
の
中
学
校
社
会
科
の
改
訂
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
の

ひ
と
つ
に
、「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
の
明
確
化
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
社
会
科
各
分
野
に
お
い
て
重
視
さ
れ
、
授
業
改

善
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た
び
教
科

を
超
え
て
「
見
方
・
考
え
方
」
の
整
理
が
行
わ
れ
る
中
、
新

た
に
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
と
し
て
、
小
中
高
等
学

校
の
学
校
種
を
貫
き
、
社
会
的
事
象
等
を
見
た
り
考
え
た
り

す
る
際
の
視
点
や
方
法
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
小
学
校
で
の
社
会
科
学
習
を
踏
ま
え
、
高
等
学
校
地

理
歴
史
科
、
公
民
科
の
橋
渡
し
を
行
う
中
学
校
社
会
科
で
は
、

地
歴
公
の
三
分
野
の
特
性
を
勘
案
し
て
、
分
野
ご
と
に
名
称

を
与
え
、「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
、
も
と
よ
り
資
質
・
能

力
全
体
の
育
成
に
関
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
、

教
科
等
の
本
質
的
な
学
び
を
促
し
、
深
い
学
び
を
実
現
す
る

た
め
の
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
の
育
成
に
関
わ
っ
て

は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
今
次
改
訂
で
は
、

課
題
を
追
究
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
学
習
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
設
定
さ
れ
る
「
問
い
」
に
は
、

「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
た
考
察
、
構
想
を

促
す
よ
う
な
視
点
を
盛
り
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
も
、

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、
答
申
中
に
も
「
別
添
３
‐
５
」
と

し
て
、「『
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
』
を
働
か
せ
た
イ
メ
ー

ジ
の
例
」
と
い
う
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

一
度
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、「
社

会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
、「
小
中
高
等
学
校

と
校
種
が
上
が
る
に
つ
れ
て
視
点
の
質
や
そ
れ
を
生
か
し
た

問
い
の
質
が
高
ま
る
」
と
し
て
、
分
野
ご
と
に
、「
考
え
ら

れ
る
視
点
の
例
」
や
、「
視
点
を
生
か
し
た
、
考
察
や
構
想

に
向
か
う
『
問
い
』
の
例
」、「
考
察
、
構
想
し
た
結
果
、
獲

得
す
る
知
識
の
例
」
な
ど
と
併
せ
て
表
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
例
を
地
理
的
分
野
に
つ
い
て
挙
げ
る
と
、「
社
会

的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方
」
と
は
、「
社
会
的
事

象
を
、
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
に
着
目
し
て
捉
え
、
地
域

の
環
境
条
件
や
地
域
間
の
結
び
付
き
な
ど
の
地
域
と
い
う
枠

組
み
の
中
で
、
人
間
の
営
み
と
関
連
付
け
て
」
働
か
せ
る
際

の
「
視
点
や
方
法
」
で
あ
る
と
整
理
し
、そ
こ
に
現
れ
る
「
位

置
や
分
布
」、「
場
所
」、「
人
間
と
自
然
環
境
と
の
相
互
依
存

関
係
」、「
空
間
的
相
互
依
存
作
用
」、「
地
域
」
を
着
目
す
べ

き
主
要
な
視
点
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
位
置
」
の
視
点
を
生
か
し
た
「
問
い
」
で

は
、「
そ
れ
は
ど
こ
に
位
置
す
る
の
だ
ろ
う
、
ど
こ
に
あ
る

べ
き
な
の
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
例
や
、
便
宜
上
、
高
校
の
科

目
内
に
示
さ
れ
た
「
そ
れ
は
な
ぜ
そ
こ
に
位
置
す
る
の
だ
ろ

う
、
そ
こ
に
位
置
す
る
意
味
（
意
義
、
役
割
、
影
響
）
は
何

だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
例
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問

い
を
さ
ら
に
具
体
化
し
、
年
間
の
授
業
計
画
に
生
徒
の
習
熟

を
見
込
ん
で
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
「
位
置
」

に
関
わ
る
「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
こ
と
を
身
に
付

け
、
社
会
に
出
た
後
も
「
な
ぜ
そ
こ
に
住
宅
地
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。
ど
こ
に
住
む
べ
き
だ
ろ
う
。」
な
ど
と
い
っ
た
形
で
、

課
題
を
見
い
だ
し
、考
察
・
構
想
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
他
の
視
点
、
他
分
野
の
視
点
に
お
い
て
も

同
様
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
生
か
し
た
「
問
い
」
の
考

察
、
構
想
を
重
ね
る
こ
と
で
、
現
実
の
社
会
的
事
象
等
か
ら

課
題
を
見
い
だ
し
、
考
察
・
構
想
す
る
社
会
科
な
ら
で
は
の
、

生
徒
の
将
来
に
生
き
て
働
く
「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
通
し
て
、「
広
い
視
野
に
立
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び

社
会
の
形
成
者
に
必
要
な
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
基

礎
」
の
育
成
に
も
結
び
付
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

文部科学省初等中等教育局
教育課程課　教科調査官

濵野　清

中学校社会科の
改訂の要点

指導要領改訂の趣旨とポイント

図・表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）並びに，「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策等について（答申）」（中央教育審議会第 197 号）の「別添資料 1 ／ 3 別添 3-5」をもとに新学社編集部の責任において作成。（ ）

「日本の位置」
「領域」はここ

地形図等を
使った地域調査
はここ

「日本の地域区
分」はここ

考察の仕方の
中核の見直し

地域の将来像な
どの課題追究・
課題解決活動

「ギリシャ・ローマの
文明」「古代の人々の
信仰やものの見方」
などを扱う

「領土，国家主権」
に関連付けて，
「領土」をめぐる
問題を取り上げる

「仕事と生活の調
和」の観点から「労
働保護立法」に触

れる

「情報化」について，
「人工知能」や

「防災情報の発信・活
用」を取り上げる

「アジアの交易や
ムスリム商人」
などを扱う

「モンゴル帝国の
拡大」などを扱う

「領土の画定」などを扱う。
「現代の政治との

つながり」に関連付ける

州ごとに
主題を設ける
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算数・数学の問題発見・解決の過程

数学の事象について統合的・発展的に考え，
問題を解決することができる。

日常生活や社会の事象を数理的に捉え，
数学的に処理し，問題を解決することができる。

事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決することができる。

【現実の世界】 【数学の世界】
数学化 数学化

活用・意味づけ 統合・発展
／体系化

日常生活や
社会の事象 数学の事象

結果

第１学年 第 2 学年 第 3 学年

数と式

△素数（小 5 から）
△自然数を素数の積として
　表すこと（3 年から）

△自然数を素数の積として
　表すこと
　（1 年へ）

図形

●反例

関数

データの

活用

●累積度数
△不確定な事象の起こり
　やすさ（統計的な確率）
　（2 年から）

●四分位範囲，箱ひげ図 △誤差や近似値，
　a× 10n の形の表現
　（1 年から）

△平均値，最頻値，中央値，
　階級（小 6 へ）
△誤差や近似値，a× 10n　
　の形の表現（3 年へ）

△不確定な事象の起こり
　やすさ（統計的な確率）
　（1 年へ）

内容の付加→●　学年間での移動→△
各セルの上段：他学年からの移動または新設内容。
各セルの下段：他学年への移動内容。

数学的に表現した問題

焦点化した問題

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
教
科
・
各
学
年
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の

柱
に
即
し
た
構
成
に
。
ま
た
、内
容
の
各
項
目
が
、〔
ア

知
識
及
び
技
能
〕、〔
イ
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
等
〕

に
分
け
ら
れ
た
。

②
小
学
校
の
領
域
が
再
編
さ
れ
、中
学
校
の
「
数
と
式
」、

「
図
形
」、「
関
数
」、「
デ
ー
タ
の
活
用
（
現
・
資
料

の
活
用
）」
と
対
応
し
た
形
に
な
る
な
ど
、
学
校
段

階
間
の
関
連
が
強
化
さ
れ
た
。

③
統
計
的
な
内
容
の
充
実
。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

①
数
と
式
…
現
行
は
第
３
学
年
の
「
自
然
数
を
素
数
の

積
と
し
て
表
す
こ
と
」
が
第
１
学
年
に
移
動
。

②
関
数
…
追
加
・
学
年
移
動
の
内
容
は
な
し
。

③
図
形
…
第
２
学
年
の
「
用
語
」
に
「
反
例
」
が
追
加
。

④
デ
ー
タ
の
活
用
…
第
１
学
年
で
「
累
積
度
数
」、
第

２
学
年
で「
四
分
位
範
囲
」「
箱
ひ
げ
図
」が
追
加
。「
不

確
定
な
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
」（
統
計
的
な
確
率
）

が
第
２
学
年
か
ら
第
１
学
年
に
移
動
。「
誤
差
」「
近

似
値
」
な
ど
が
第
１
学
年
か
ら
第
３
学
年
に
移
動
。

中
学
校
数
学
科
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

算
数
・
数
学
の

学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ

※各場面で，言語活動を充実。　
※これらの過程は，自立的に，時に協働的に行い，それぞれに主体的に取り組めるようにする。
※それぞれの過程を振り返り，評価・改善することができるようにする。

数学

（1）知識及び技能

（1）−①数量や図形などについ
ての基礎的な概念や原理・法則
などを理解する　とともに，

（1）−②事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

（2）思考力，判断力，
　　表現力等

（2）−①数学を活用して事象を
論理的に考察する力

（2）−②数量や図形などの性質
を見いだし統合的・発展的に考
察する力

（2）−③数学的な表現を用いて
事象を簡潔・明瞭・的確に表現
する力を養う。

（3）学びに向かう力，
　　人間性等

（3）−①数学的活動の楽しさや
数学のよさを実感して粘り強く
考え，数学を生活や学習に生か
そうとする態度

（3）−②問題解決の過程を振り
返って評価・改善しようとする
態度を養う。

目標　　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を
　　　　次のとおり育成することを目指す。

表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）をもとに新学社編集部の責任において作成。（1）〜，①〜等の記号は編集部にて加筆。（ ）

（ ）図・表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）並びに，「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策等について（答申）」（中央教育審議会第 197 号）の「別添資料 2 ／ 3 別添 4-3」をもとに新学社編集部の責任において作成。

※
新
学
社
編
集
部
の
責
任
に
お
い
て
部
分
抜
粋
し
た
上
で
加
工
。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点
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今
回
の
改
訂
で
は
、
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ

た
数
学
的
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
の
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
実
現
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
は
、
必
ず
し
も
１
単
位
時
間
の
授
業
の
中
で

全
て
が
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
単
元
な
ど

内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
の
中
で
、
生
徒
や
学
校
の
実
態
、

指
導
の
内
容
に
応
じ
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
指
導
計
画
の
作

成
等
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
「
数
学
的
活
動
」
と
は
、
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
、
数
学

の
問
題
を
見
い
だ
し
、
問
題
を
自
立
的
、
協
働
的
に
解
決
す

る
過
程
を
遂
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
生
徒
が
目
的

意
識
を
も
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
数
学
に
関
わ
り
の
あ
る

様
々
な
営
み
」
で
あ
る
と
す
る
従
来
の
意
味
を
よ
り
明
確
に

し
た
も
の
で
あ
る
。数
学
的
活
動
と
し
て
捉
え
る
問
題
発
見
・

解
決
の
過
程
に
は
、
主
と
し
て
二
つ
の
過
程
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
13
ペ
ー
ジ
の
「
算
数
・
数
学
の
学
習
過
程
の
イ

メ
ー
ジ
」
で
も
示
し
た
と
お
り
、
そ
の
一
つ
は
、
日
常
生
活

や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
、
数
学
的
に
表
現
・
処
理

し
、
問
題
を
解
決
し
、
解
決
過
程
を
振
り
返
り
得
ら
れ
た
結

果
の
意
味
を
考
察
す
る
過
程
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
数
学

の
事
象
か
ら
問
題
を
見
い
だ
し
、
数
学
的
な
推
論
な
ど
に

よ
っ
て
問
題
を
解
決
し
、
解
決
の
過
程
や
結
果
を
振
り
返
っ

て
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
過
程
で
あ
る
。
な
お
、
数

学
的
活
動
を
通
し
て
学
習
を
展
開
す
る
際
は
、
数
学
の
問
題

発
見
・
解
決
の
過
程
を
意
識
し
つ
つ
、
指
導
に
お
い
て
必
要

な
過
程
を
遂
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
単
位
授
業
時
間

に
お
い
て
こ
れ
ら
の
過
程
の
全
て
を
学
習
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
。

　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
目
指
す
に
当

た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
過
程
を
反
映
し
た
活
動
を
意

識
し
、「
主
体
的
な
学
び
」「
対
話
的
な
学
び
」「
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
授
業
改
善
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
「
主
体
的
な
学
び
」の
視
点
か
ら
授
業
改
善
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
例
え
ば
、
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に

捉
え
、
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
、
問
題
を
自
立
的
、
協
働

的
に
解
決
し
、
学
習
の
過
程
を
振
り
返
り
、
概
念
を
形
成
す

る
な
ど
の
学
習
が
充
実
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な

学
習
を
基
に
、
生
徒
自
ら
が
、
問
題
の
解
決
に
向
け
て
見
通

し
を
も
ち
、
粘
り
強
く
取
り
組
み
、
問
題
解
決
の
過
程
を
振

り
返
り
、
よ
り
よ
く
解
決
し
た
り
、
新
た
な
問
い
を
見
い
だ

し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
授
業
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。

　

ま
た
、「
対
話
的
な
学
び
」
の
視
点
か
ら
授
業
改
善
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、
言
葉
や
数
、
式
、
図
、
表
、
グ

ラ
フ
な
ど
を
適
切
に
用
い
て
、
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る

事
実
や
手
続
き
、
思
考
の
過
程
や
判
断
の
根
拠
な
ど
を
的
確

に
表
現
し
た
り
、
考
え
た
こ
と
や
工
夫
し
た
こ
と
な
ど
を
数

学
的
な
表
現
を
用
い
て
伝
え
合
い
共
有
し
た
り
、
見
い
だ
し

た
こ
と
や
思
考
の
過
程
、
判
断
の
根
拠
な
ど
を
数
学
的
に
説

明
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
授
業
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、「
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
授
業
改
善
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
数
学
に
関
わ
る
事
象
や
、
日
常
生
活
や
社
会

に
関
わ
る
事
象
に
つ
い
て
、「
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
」

を
働
か
せ
、
数
学
的
活
動
を
通
し
て
、
新
し
い
概
念
を
形
成

し
た
り
、
よ
り
よ
い
方
法
を
見
い
だ
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど

生
徒
の
理
解
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
機
会
が
授
業
に
お

い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
生
徒
の
「
主
体
的
な
学
び
」

「
対
話
的
な
学
び
」「
深
い
学
び
」が
実
現
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
確
認
し
つ
つ
授
業
改
善
が
な
さ
れ
、
生
徒
が
数

学
を
学
習
す
る
こ
と
自
体
に
楽
し
み
を
見
い
だ
し
、
学
習
の

状
況
に
応
じ
て
自
分
な
り
に
自
信
を
も
っ
て
問
題
発
見
・
解

決
の
過
程
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

文部科学省初等中等教育局
教育課程課　教科調査官

水谷　尚人

中学校数学科の
改訂の要点

指導要領改訂の趣旨とポイント

「自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え，
比較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること」

中
学
校
理
科
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

理
科
の
見
方
・
考
え
方
と
は

表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）並びに，「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等に
ついて（答申）」（中央教育審議会第 197 号）の「別添資料 5-1」をもとに新学社編集部の責任において作成。（1）〜，①〜等の記号は編集部にて加筆。

理科

（1）知識及び技能

（1）−①自然事象に対する概念や原
理・法則の基本的な理解

（1）−②科学的探究についての基本
的な理解

（1）−③探究のために必要な観察・
実験等の基本的な技能（安全への
配慮，器具などの操作，測定の方法，
データの記録・処理等）

（2）思考力，判断力，
　　表現力等

（2）−①自然事象の中に問題を見い
だして見通しをもって課題や仮説
を設定する力

（2）−②計画を立て，観察・実験す
る力

（2）−③得られた結果を分析して解
釈するなど，科学的に探究する力
と科学的な根拠を基に表現する力

（2）−④探究の過程における妥当性
を検討するなど総合的に振り返る
力

（3）学びに向かう力，
　　人間性等

（3）−①自然を敬い，自然事象に
進んでかかわる態度

（3）−②粘り強く挑戦する態度
（3）−③日常生活との関連，科学
することの面白さや有用性の気付
き

（3）−④科学的根拠に基づき判断
する態度

（3）−⑤小学校で身に付けた問題
解決の力などを活用しようとする
態度

目標　自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，
　　　実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために
　　　必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（ ）

（ ）図は新「学習指導要領」（文部科学省告示）並びに，「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等に
ついて（答申）」（中央教育審議会第 197 号）の「別添資料 5-3」をもとに新学社編集部の責任において作成。

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
教
科
・
分
野
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
に
お
け
る
三

つ
の
柱
に
即
し
た
構
成
に
。
ま
た
、
各
分
野
の
内
容

が
、〔
ア
知
識
及
び
技
能
〕、〔
イ
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
〕
の
二
項
目
に
分
け
て
示
さ
れ
た
。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

①
第
一
分
野
…
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
物
理
）
領
域
で
は
、「
力
」

の
内
容
が
再
編
成
さ
れ
る
。
第
１
学
年
で
「
力
の
つ

り
合
い
」
を
、
第
３
学
年
で
「
水
圧
・
浮
力
」
を
学

習
す
る
（「
圧
力
・
大
気
圧
」
は
第
２
学
年
地
学
へ
）。

「
放
射
線
の
性
質
と
利
用
」
の
一
部
を
「
真
空
放
電
」

と
関
連
付
け
て
第
２
学
年
で
学
習
す
る
。

　

粒
子
（
化
学
）
領
域
で
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
性
質
」

を
第
３
学
年
で
学
習
す
る
。

②
第
二
分
野
…
生
命
（
生
物
）
領
域
が
全
学
年
を
通
し

て
再
編
成
さ
れ
る
。

　

第
１
学
年
で
「
分
類
の
仕
方
」
と
「
生
物
の
体
の
共

通
点
と
相
違
点
」
を
、
第
２
学
年
で
「
植
物
と
動
物

の
体
の
つ
く
り
と
働
き
」
を
学
習
す
る
。「
進
化
」
に

つ
い
て
は
、
第
３
学
年
で
「
遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝

子
」
の
後
で
学
習
す
る
。

　

地
球
（
地
学
）
領
域
で
は
、「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」

を
各
学
年
の
該
当
単
元
で
学
習
す
る
。「
圧
力
・
大

気
圧
」
を
第
２
学
年
の
「
気
象
要
素
」
で
学
習
す
る
。

生命

地球

エネルギー

粒子

自然の事物・現象を主として
量的・関係的な視点で捉える。

自然の事物・現象を主として
質的・実体的な視点で捉える。

比較したり，関係付けたりする
などの科学的に探究する方法を
用いて，事象の中に何らかの関
連性や規則性，因果関係等が見
いだせるかなどについて考える
こと

生命に関する自然の事物・現象を主として
多様性と共通性の視点で捉える。

地球や宇宙に関する自然の事物・現象を
主として時間的・空間的な視点で捉える。

各領域における特徴的な見方 考え方
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学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年

1 分野

エネルギー

△「2 力のつり合い（3 年
から。「力の働き」で
学習。）」

△「電熱線の発熱（小6から。
「電気とそのエネルギー」
で包括して学習。）」

△「放射線の性質と利用（3
年から。一部を「真空放
電」と関連付けて学習。）」 

△「水圧・浮力（1 年
から。「水中の物
体に働く力」で
学習。）」

△「圧力・大気圧（2 年へ）」
△「水圧・浮力（3 年へ）」

△「2 力のつり合い
　（1 年へ）」
△「放射線の性質と
　利用（一部，2 年

へ）」

粒子 △「プラスチックの性質
　（3 年へ）」

（７）

△「プラスチックの
性質（1 年から。

「様々な物質と
その利用」で学
習。）」

2 分野

生命

●「生物の特徴と分類の
仕方」を新設。

△「動物の仲間（2年から。
「植物の体の共通点
と相違点」の後の「動
物の体の共通点と相
違点」で学習。）」

※ 1 年で，「分類の仕方」
と「生物の体の共通
点と相違点」を学習。

△「葉・茎・根のつくりと
働き（1 年から。「生物と
細胞」の後で学習。）」

※ 2 年で，「植物と動物の体
のつくりと働き」を学習。

△「進化（2 年から。
「遺伝の規則性と
遺伝子」の後の

「生物の種類の多
様性と進化」で
学習。）」

△「葉・茎・根のつくり
と働き （2 年へ）」

△「動物の仲間（1 年へ）」
△「進化（3 年へ）」

地球

△「地球規模のプレートの
動き（3 年から。「地震
の伝わり方と地球内
部の働き」で学習。）」

△「自然の恵みと火山災
害・地震災害（3 年か
ら）」

△「圧力・大気圧（1 年から。
　「気象要素」で学習。）」
△「自然の恵みと気象災害
　（3 年から）」

（７） △「自然の恵みと災
害（各学年へ）」

内容の付加→●　学年間での移動→△
各セルの上段：他学年からの移動または新設内容。
各セルの下段：他学年への移動内容。

※
新
学
社
編
集
部
の
責
任
に
お
い
て
部
分
抜
粋
し
た
上
で
加
工
。

（
1
）
改
訂
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

　

理
科
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
育
む
観
点
か
ら
、

自
然
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
関
わ
り
、
見
通
し
を
も
っ
て

観
察
、
実
験
な
ど
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
す

る
な
ど
の
科
学
的
に
探
究
す
る
学
習
を
充
実
し
た
。
ま
た
、

理
科
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
有
用
性
の
実
感
及
び
理
科
へ
の

関
心
を
高
め
る
観
点
か
ら
、
日
常
生
活
や
社
会
と
の
関
連
を

重
視
し
た
。

①
内
容
の
示
し
方
の
改
善
と
「
理
科
の
見
方
・
考
え
方
」

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
う
ち

「
知
識
及
び
技
能
」
を
ア
と
し
て
、「
思
考
力
、
判
断
力
、
表

現
力
等
」
を
イ
と
し
て
示
し
、
両
者
を
相
互
に
関
連
さ
せ
な

が
ら
育
成
で
き
る
よ
う
改
善
を
図
っ
た
。
な
お
、「
学
び
に

向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
に
つ
い
て
は
、
第
１
分
野
、
第
２

分
野
の
「
目
標
」
に
示
し
た
。

　

ま
た
、
従
来
、
理
科
に
お
い
て
は
「
科
学
的
な
見
方
や
考

え
方
」
の
育
成
を
目
標
と
し
て
位
置
付
け
、
資
質
・
能
力
を

包
括
す
る
も
の
と
し
て
示
し
て
き
た
が
、
今
回
の
改
訂
で
は
、

「
理
科
の
見
方
・
考
え
方
」
は
理
科
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
育
む
過
程
で
働
く
、
物
事
を
捉
え
る
視
点
や
考
え
方

と
し
て
示
し
た
。

②
学
習
内
容
の
改
善

　

自
然
の
事
物
・
現
象
に
対
す
る
概
念
や
原
理
・
法
則
の
理

解
、
科
学
的
に
探
究
す
る
た
め
に
必
要
な
観
察
、
実
験
な
ど

に
関
す
る
技
能
な
ど
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
学
習

内
容
の
系
統
性
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
資
質
・
能
力
の
育

成
を
図
る
学
習
活
動
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
学
習
内
容
を
見
直
し
、

一
部
を
他
の
学
年
等
へ
移
行
し
た
り
、
整
理
統
合
し
た
り
し

て
、
学
習
内
容
の
改
善
を
図
っ
た
。

③
指
導
の
重
点
等
の
提
示

　

生
徒
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
を
図

り
、
中
学
校
の
３
年
間
を
通
じ
て
理
科
で
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
育
む
た
め
、
ア
に
は
ど
の
よ
う
に
知
識
及
び
技
能

を
身
に
付
け
る
か
を
含
め
て
示
し
、
イ
に
は
重
視
す
る
学
習
の

過
程
も
含
め
て
示
し
た
。
そ
の
際
、
各
学
年
で
主
に
重
視
す
る

探
究
の
学
習
過
程
の
例
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
示
し
た
。

・
第
１
学
年
：
自
然
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
関
わ
り
、
そ
の

中
か
ら
問
題
を
見
い
だ
す
。

・
第
２
学
年
：
解
決
す
る
方
法
を
立
案
し
、
そ
の
結
果
を
分
析

し
て
解
釈
す
る
。

・
第
３
学
年
：
探
究
の
過
程
を
振
り
返
る
。

（
２
）「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て

　

次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
授
業
改
善
を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

・「
主
体
的
な
学
び
」：【
自
然
の
事
物
・
現
象
か
ら
問
題
を
見

い
だ
し
、
見
通
し
を
も
っ
て
課
題
や
仮
説
の
設
定
や
観
察
、
実

験
の
計
画
を
立
案
し
た
り
す
る
学
習
と
な
っ
て
い
る
か
】、【
観

察
、
実
験
の
結
果
を
分
析
・
解
釈
し
て
仮
説
の
妥
当
性
を
検
討

し
た
り
、
全
体
を
振
り
返
っ
て
改
善
策
を
考
え
た
り
し
て
い
る

か
】、【
得
ら
れ
た
知
識
や
技
能
を
基
に
、
次
の
課
題
を
発
見
し

た
り
、
新
た
な
視
点
で
自
然
の
事
物
・
現
象
を
把
握
し
た
り
し

て
い
る
か
】
な
ど
。

・「
対
話
的
な
学
び
」：【
課
題
の
設
定
や
検
証
計
画
の
立
案
、

観
察
、
実
験
の
結
果
の
処
理
、
考
察
・
推
論
す
る
場
面
な
ど
で

は
、
あ
ら
か
じ
め
個
人
で
考
え
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
し
た
り
、

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
議
論
し
た
り
し
て
、
自
分
の
考
え

を
よ
り
妥
当
な
も
の
に
す
る
学
習
と
な
っ
て
い
る
か
】
な
ど
。

・「
深
い
学
び
」：【「
理
科
の
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
な
が

ら
探
究
の
過
程
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
理
科
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
】、

【
様
々
な
知
識
が
つ
な
が
っ
て
、
よ
り
科
学
的
な
概
念
を
形
成

す
る
こ
と
に
向
か
っ
て
い
る
か
】、【
新
た
に
獲
得
し
た
資
質
・

能
力
に
基
づ
い
た
「
理
科
の
見
方
・
考
え
方
」
を
、
次
の
学
習

や
日
常
生
活
な
ど
に
お
け
る
問
題
発
見
・
解
決
の
場
面
で
働
か

せ
て
い
る
か
】
な
ど
。

文部科学省初等中等教育局 
教育課程課　教科調査官

野内　頼一 

文部科学省初等中等教育局 
教育課程課　教科調査官

藤枝　秀樹

中学校理科の改訂の要点

指導要領改訂の趣旨とポイント
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（ ）

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
教
科
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
即
し

た
構
成
に
。
英
語
の
目
標
が
「
外
国
語
を
使
っ
て
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
を
明
確
化
す
る
形
に
変

更
さ
れ
た
。
ま
た
、内
容
が〔
知
識
及
び
技
能
〕と〔
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の
二
項
目
に
分
け
ら

れ
た
。

②
「
話
す
こ
と
」
が
「
や
り
取
り
」「
発
表
」
の
２
領

域
に
分
け
ら
れ
、「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
話

す
こ
と
［
や
り
取
り
］」「
話
す
こ
と
［
発
表
］」「
書

く
こ
と
」
の
５
領
域
と
な
っ
た
。

③
中
学
校
で
は
、
小
学
校
で
扱
う
６
０
０
〜
７
０
０
語

程
度
の
語
に
加
え
て
、
１
６
０
０
〜
１
８
０
０
語
程

度
を
新
た
に
取
り
扱
う
と
さ
れ
た
。

④
言
語
材
料
に
つ
い
て
、
仮
定
法
の
う
ち
基
本
的
な
も

の
な
ど
が
新
た
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑤
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
授
業
を
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
面
と
す
る
た
め
、「
授
業
は
英
語
で
行

う
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
と
明
文
化
さ
れ
た
。

外国語

中
学
校
外
国
語
科
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
と
は

（1）知識及び技能

外国語の音声や語彙，表現，文法，
言語の働きなどを理解するととも
に，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことに
よる実際のコミュニケーションに
おいて活用できる技能を身に付け
るようにする。

（2）思考力，判断力，
　　表現力等
コミュニケーションを行う目的や
場面，状況などに応じて，日常的
な話題や社会的な話題について，
外国語で簡単な情報や考えなどを
理解したり，これらを活用して表
現したり伝え合ったりすることが
できる力を養う。

（3）学びに向かう力，
　　人間性等
外国語の背景にある文化に対する
理解を深め，聞き手，読み手，話
し手，書き手に配慮しながら，主
体的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を
養う。

目標
　

　上の表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）をもとに新学社編集部の責任において作成。（1）〜等の記号は編集部にて加筆。

　
「
外
国
語
で
表
現
し
伝
え
合
う
た
め
、
外
国
語
や
そ
の
背

景
に
あ
る
文
化
を
、
社
会
や
世
界
、
他
者
と
の
関
わ
り
に
着

目
し
て
捉
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
目
的
や
場
面
、

状
況
等
に
応
じ
て
、
情
報
を
整
理
し
な
が
ら
考
え
な
ど
を
形

成
し
、
再
構
築
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

左
記
の
も
の
な
ど
が
新
た
に
追
加
さ
れ
る
。

※
新
学
社
編
集
部
の
責
任
に
お
い
て
部
分
抜
粋
し
た
上
で
加
工
。

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読む
こと，話すこと，書くことの言語活動を通して，簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり
伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

言語活動及び言語の働きに
関する事項

文，文構造及び
文法事項

日常的な話題・社会的な話題に
関するコミュニケーションにお
いて，生徒が自分の考えや気持
ちを表す表現をより豊かにする
ため，新たに下記の内容などが
追加された。
・「書くこと」　簡単な手紙や電

子メールの形で自分の近況な
どを伝える活動。

・「話すこと［やり取り］」相手
からの質問に対し，その場で
適切に応答したり，関連する
質問をしたりして，互いに会
話を継続する活動。      など

英語の特徴やきまりに関する事項と
して，新たに下記の内容などが追加
された。
・「感嘆文のうち基本的なもの」
  （How ...！, What a ...！）
・「主語＋動詞＋間接目的語＋ that
  ［what など］で始まる節」
  （I’ll show you that  ... . など）
・「主語＋動詞＋目的語＋原形不定詞」
  （Will you let me try？など）
・「現在完了進行形」
  （I have been -ing ... . など）
・「仮定法のうち基本的なもの」
  （If I were ... , I would ~., I wish ~.など）
・「主語 ＋ be動詞 ＋ 形容詞 ＋ that
　で始まる節」　　
  （I’m sure that ... . など）　　  など

小
学
校
外
国
語
活
動
・
外
国
語
科

の
概
要

●
時
数
に
つ
い
て

　

中
学
年
・
外
国
語
活
動
で
週
１
コ
マ
、
年
間
35
単
位
時
間
。

高
学
年
・
外
国
語
科
で
週
２
コ
マ
、
年
間
70
単
位
時
間
。

●
領
域
に
つ
い
て

　

中
学
年
で
は「
聞
く
こ
と
」「
話
す
こ
と［
や
り
取
り
］」「
話

す
こ
と
［
発
表
］」
の
３
領
域
。
高
学
年
か
ら
「
読
む
こ
と
」

「
書
く
こ
と
」
が
加
わ
り
、
５
領
域
に
。

●
文
及
び
文
構
造
に
つ
い
て

　

小
学
校
で
は
、「
単
文
」「
肯
定
、
否
定
の
平
叙
文
」「
肯

定
、
否
定
の
命
令
文
」「
疑
問
文
の
う
ち
、be

動
詞
で
始

ま
る
も
の
や
助
動
詞
（can  do

な
ど
）
で
始
ま
る
も
の
、

疑
問
詞
（w

ho　

w
hat　

 when　

w
here　

 why　

how

）

で
始
ま
る
も
の
」「
代
名
詞
の
う
ち
、I　

you　

he　

she

な
ど
の
基
本
的
な
も
の
を
含
む
も
の
」「
動
名
詞
や
過
去

形
の
う
ち
、
活
用
頻
度
の
高
い
基
本
的
な
も
の
を
含
む
も

の
」
を
扱
う
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

　

文
構
造
と
し
て
は
、「
主
語
＋
動
詞
」「[

主
語
＋
動
詞
＋

補
語]

の
う
ち
、
主
語
＋be

動
詞
＋{

名
詞 

代
名
詞 

形

容
詞}

」「[

主
語
＋
動
詞
＋
目
的
語]

の
う
ち
、
主
語
＋

動
詞
＋{

名
詞 

代
名
詞}

」
を
扱
う
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

●
語
数
に
つ
い
て

　

６
０
０
〜
７
０
０
語
程
度
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

小学校中学年・外国語活動 小学校高学年・外国語 中学校・外国語

聞
く
こ
と

ア  ゆっくりはっきりと話された際に，自分のことや身の
回りの物を表す簡単な語句を聞き取るようにする。

イ  ゆっくりはっきりと話された際に，身近で簡単な事柄
に関する基本的な表現の意味が分かるようにする。

ウ  文字の読み方が発音されるのを聞いた際に，どの文字
であるかが分かるようにする。

ア　ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことや身近
で簡単な事柄について，簡単な語句や基本的な表現を
聞き取ることができるようにする。

イ　ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する
身近で簡単な事柄について，具体的な情報を聞き取る
ことができるようにする。

ウ　ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する
身近で簡単な事柄について，短い話の概要を捉えるこ
とができるようにする。

ア　はっきりと話されれば，日常的な話題について，必
要な情報を聞き取ることができるようにする。

イ　はっきりと話されれば，日常的な話題について，話
の概要を捉えることができるようにする。

ウ　はっきりと話されれば，社会的な話題について，短
い説明の要点を捉えることができるようにする。

読
む
こ
と

ア　活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音
することができるようにする。

イ　音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表
現の意味が分かるようにする。

ア　日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたも
のから必要な情報を読み取ることができるようにする。

イ　日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた
短い文章の概要を捉えることができるようにする。

ウ　社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれた
短い文章の要点を捉えることができるようにする。

［
や
り
取
り
］

話
す
こ
と

ア　基本的な表現を用いて挨拶，感謝，簡単な指示をし
たり，それらに応じたりするようにする。

イ　自分のことや身の回りの物について，動作を交えな
がら，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本
的な表現を用いて伝え合うようにする。

ウ　サポートを受けて，自分や相手のこと及び身の回
りの物に関する事柄について，簡単な語句や基本的
な表現を用いて質問をしたり質問に答えたりするよ
うにする。

ア　基本的な表現を用いて指示，依頼をしたり，それら
に応じたりすることができるようにする。

イ　日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分
の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を
用いて伝え合うことができるようにする。

ウ　自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄に
ついて，簡単な語句や基本的な表現を用いてその場で
質問をしたり質問に答えたりして，伝え合うことがで
きるようにする。

ア　関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて
即興で伝え合うことができるようにする。

イ　日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ち
などを整理し，簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手
からの質問に答えたりすることができるようにする。

ウ　社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことに
ついて，考えたことや感じたこと，その理由などを，
簡単な語句や文を用いて述べ合うことができるように
する。

［
発
表
］

話
す
こ
と

ア　身の回りの物について，人前で実物などを見せながら，
簡単な語句や基本的な表現を用いて話すようにする。

イ　自分のことについて，人前で実物などを見せながら，
簡単な語句や基本的な表現を用いて話すようにする。

ウ　日常生活に関する身近で簡単な事柄について，人前
で実物などを見せながら，自分の考えや気持ちなどを，
簡単な語句や基本的な表現を用いて話すようにする。

ア　日常生活に関する身近で簡単な事柄について，簡単
な語句や基本的な表現を用いて話すことができるよう
にする。

イ　自分のことについて，伝えようとする内容を整理し
た上で，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すこと
ができるようにする。

ウ　身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容を整
理した上で，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や
基本的な表現を用いて話すことができるようにする。

ア　関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて
即興で話すことができるようにする。

イ　日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ち
などを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのあ
る内容を話すことができるようにする。

ウ　社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことに
ついて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡
単な語句や文を用いて話すことができるようにする。

書
く
こ
と

ア　大文字，小文字を活字体で書くことができるように
する。また，語順を意識しながら音声で十分に慣れ親
しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことがで
きるようにする。

イ　自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参
考に，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的
な表現を用いて書くことができるようにする。

ア　関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて
正確に書くことができるようにする。

イ　日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ち
などを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのあ
る文章を書くことができるようにする。

ウ　社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことに
ついて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡
単な語句や文を用いて書くことができるようにする。

本
誌
面
に
つ
い
て
は
新
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
規
定

な
ど
を
も
と
に
新
学
社
編
集
部
の
責
任
に
お
い
て
新
た
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（

）

5 つの領域別の目標

（ ）　上の表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）をもとに新学社編集部において作成。

@Sing 18@Sing 19



「
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の

		

取
扱
い
」
の
主
な
改
善
点

音楽

（ ）新学社編集部の責任において，部分抜粋した上で加工。

→
「
適
宜
、
口
唱
歌
を
用
い
る
こ
と
」
と
い
う
文

言
が
追
加
。

目標
「
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
や
音
楽
を
、
音
楽
を
形

づ
く
っ
て
い
る
要
素
と
そ
の
働
き
の
視
点
で
捉
え
、
自
己
の
イ

メ
ー
ジ
や
感
情
、
生
活
や
社
会
、
伝
統
や
文
化
な
ど
と
関
連
付

け
る
こ
と
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（1）知識及び技能

曲想と音楽の構造や背景
などとの関わり及び音楽
の多様性について理解す
るとともに，創意工夫を
生かした音楽表現をする
ために必要な技能を身に
付けるようにする。

（2）思考力，判断力， 
　   表現力等
音楽表現を創意工夫する
ことや，音楽のよさや美
しさを味わって聴くこと
ができるようにする。

（3）学びに向かう力，
　  人間性等
音楽活動の楽しさを体験
することを通して，音楽
を愛好する心情を育むと
ともに，音楽に対する感
性を豊かにし，音楽に親
しんでいく態度を養い，
豊かな情操を培う。

音
楽
的
な
見
方
・
考
え
方
と
は

（ ）新「学習指導要領」（文部科学省告示）並びに「中学校学習指導要領解説 音楽編」（文部科学省公表）をもと
に新学社編集部の責任において作成。（1）〜等の記号は編集部にて加筆。

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働か
せ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊かに関わる資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。

　

今
次
改
訂
に
お
い
て
は
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動
及
び
外

国
語
科
で
身
に
付
け
た
こ
と
を
受
け
、
ま
た
高
等
学
校
へ
の

接
続
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
言
語
活
動
の
面
か
ら
次
の
よ

う
な
改
善
・
充
実
を
重
視
し
た
。

○
小
学
校
で
学
ん
だ
語
彙
や
表
現
な
ど
の
学
習
内
容
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
課
題
等
を
設
定
す
る
な
ど
し
て
、

意
味
の
あ
る
文
脈
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
繰
り
返
し
触
れ
、
必
要
な
語
彙
や
表
現
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面

を
設
定
し
た
上
で
、
学
習
し
た
語
彙
や
表
現
な
ど
を
実

際
に
活
用
す
る
活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
等

学
校
へ
の
接
続
の
観
点
か
ら
、
授
業
は
英
語
で
行
う
こ

と
を
基
本
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
趣
旨
の
下
、
日
常
的
な
話
題
や
社
会
的
な
話
題

に
つ
い
て
簡
単
な
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た
り
表
現
し

た
り
伝
え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
の
育
成
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど

を
即
興
で
伝
え
合
う
と
い
っ
た
対
話
的
な
言
語
活
動
を
重
視

す
る
と
と
も
に
、
単
に
自
分
の
考
え
な
ど
を
聞
き
手
に
伝
え

た
り
、
出
来
事
な
ど
に
つ
い
て
書
い
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、

聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
基
に
意
見
を
述
べ
合
っ
た

り
、
感
想
、
賛
否
や
そ
の
理
由
を
書
い
た
り
す
る
な
ど
、
複

数
の
領
域
を
統
合
し
た
言
語
活
動
を
豊
富
に
経
験
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

こ
こ
で
、
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
平
成
28
年
度
「
英
語

教
育
実
施
状
況
調
査
」
の
結
果
か
ら
、
中
学
校
に
お
け
る
指

導
等
の
実
態
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
例
え
ば
、
教
員
・
生

徒
の
授
業
で
の
英
語
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
発
話

の
う
ち
英
語
に
よ
る
も
の
が
半
分
以
上
を
占
め
る
割
合
が

60
％
前
半
と
な
る
な
ど
、
こ
こ
数
年
で
改
善
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
現
状
の
中
で
「
授
業
は
英
語

で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
と
い
う
規
定
が
導
入
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
が
、「
生
徒
が
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
す

る
」
こ
と
と
「
授
業
を
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

面
と
す
る
」
こ
と
が
そ
の
ね
ら
い
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

単
に
ど
れ
だ
け
の
英
語
を
使
う
か
と
い
う
量
的
な
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
教
員
・
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
英
語
の
使
い
方
を

す
る
の
か
と
い
う
質
的
な
問
題
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
各
学
校
に
お
け
る
学
習
到
達
目
標
の
設
定
は
着
実

に
進
ん
で
き
て
い
る
一
方
で
、
設
定
は
し
た
も
の
の
指
導
や

評
価
に
そ
れ
を
十
分
に
活
用
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

今
回
、
領
域
別
の
目
標
を
「
～
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
」
と
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
指
導
と
評
価
に
お

い
て
は
、
単
元
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
ど
の

目
標
と
関
連
付
け
る
か
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
言
語
活
動
を
行
う
か
、
と
い
っ
た
指
導
計
画
の
策

定
が
重
要
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
今
次
改
訂
で
小
学
校
高
学
年
に
外
国
語
科
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
っ
て
小
中
の
接
続
が
よ
り
重
要
に
な
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
小
中
連
携
の
取
り
組
み
を
一
層
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
単
な
る
「
情
報
交
換
」
や

「
交
流
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
小
中
連
携
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成
」
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
各

中
学
校
区
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

外
国
語
科
に
お
け
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
行
っ
て
い
く
上
で
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
目
的
や
場
面
、
状
況
な
ど
」
を
適
切

に
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。「
目
的
や
場
面
、
状
況

な
ど
」
に
応
じ
た
言
語
の
運
用
を
考
え
る
こ
と
で
、
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
等
が
育
成
さ
れ
る
。
外
国
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
自
分
の
思
い
や
考
え
が
深

ま
っ
た
り
更
新
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
生
徒
が
認
識
し
、
自

信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続
け
る
よ
う
な
外
国
語
教
育
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

文部科学省初等中等教育局
視学官

平木　裕

中学校外国語科の
改訂の要点

指導要領改訂の趣旨とポイント

→
「
知
覚
し
た
こ
と
と
感
受
し
た
こ
と
と
の
関
わ

り
を
基
に
音
楽
の
特
徴
を
捉
え
た
り
、
思
考
、

判
断
の
過
程
や
結
果
を
表
し
た
り
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
他
者
と
共
有
、
共
感
し
た
り
す
る
際
に

は
」と
場
面
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
教
科
・
学
年
の
目
標
が
、資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
即

し
た
構
成
に
。ま
た
各
学
年
の
内
容
に
つ
い
て
も
、三
つ

の
柱
に
即
し
て
整
理
さ
れ
、よ
り
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。

②
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
の
た
め
、

音
楽
の
文
化
的
・
歴
史
的
背
景
や
社
会
と
の
関
わ
り

を
考
え
た
り
、
主
体
的
・
協
働
的
に
学
習
に
取
り
組

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
習
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

①
「
A
表
現
」「
B
鑑
賞
」
に
お
い
て
、「
知
識
及
び
技
能
」

と
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
に
係
る
内
容

が
一
体
的
に
示
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、「
A
表
現
」
で

は
「
知
識
」「
技
能
」「
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
等
」

に
、「
B
鑑
賞
」
で
は
「
知
識
」「
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
」
に
分
け
て
示
さ
れ
、
指
導
す
べ
き
内
容

が
一
層
明
確
に
な
っ
た
。

②
「
知
識
」
に
関
し
て
、
歌
唱
、
器
楽
、
創
作
、
鑑
賞

の
領
域
や
分
野
ご
と
に
、
指
導
内
容
が
具
体
的
に
示

さ
れ
た
。

③
「
A
表
現
」
の
「
技
能
」
に
関
し
て
、
歌
唱
、
器
楽
、

創
作
の
分
野
ご
と
に
指
導
内
容
が
具
体
的
に
示
さ

れ
、
音
楽
科
に
お
け
る
技
能
は
「
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
」
の
育
成
と
関
わ
ら
せ
て
習
得
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。

中
学
校
音
楽
科
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

→
「
音
楽
科
の
特
質
に
応
じ
た
言
語
活
動
を
適
切

に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
を
工
夫
す
る

こ
と
」
と
い
う
文
言
が
追
加
。

	

◆	

音
や
音
楽
及
び
言
葉
に
よ
る

　

		

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

	

◆	

体
を
動
か
す
活
動

→
「（
著
作
者
の
創
造
性
を
尊
重
す
る
態
度
の
形

成
が
）
音
楽
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を

支
え
て
い
る
こ
と
へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
」
と
い
う
文
言
が
追
加
。

	

◆	

知
的
財
産
権

	

◆	

我
が
国
の
伝
統
的
な
歌
唱
や
和
楽
器
の
指
導

→
「
他
者
と
共
に
一
つ
の
音
楽
表
現
を
つ
く
る
過

程
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
一
人
一

人
が
、
担
当
す
る
声
部
の
役
割
と
全
体
の
響

き
に
つ
い
て
考
え
、
主
体
的
に
創
意
工
夫
で

き
る
よ
う
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
」
と
い
う

項
目
が
新
設
。「
内
容
」
内
の
合
唱
・
合
奏
に

関
す
る
技
能
の
項
目
に
は
「
聴
き
な
が
ら
他

者
と
合
わ
せ
て
」
の
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

	

◆	

合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
演
奏
し
た
り
す
る

　

		

表
現
形
態
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目標　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，
　　　心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを　　
　　　実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

保健
体育

（1）知識及び技能

（1）−①運動の特性に応じた技能等
及び個人生活における健康・安全に
ついて理解する。

（1）−②基本的な技能を身に付ける。

（2）思考力，判断力，
　　表現力等

（2）−①運動や健康について自他の
課題を発見する。

（2）−②合理的な解決に向けて思考
し判断する力を養う。

（2）−③他者に伝える力を養う。

（3）学びに向かう力，
　　人間性等

（3）−①生涯にわたって運動に親しむ。
（3）−②健康の保持増進と体力の向上
を目指す。

（3）−③明るく豊かな生活を営む態度
を養う。

Ｈ
体
育
理
論

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性
（
第
１
学
年
）

　

・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
わ
り
方
に
「
知

　
　

る
こ
と
」
を
追
加
。

　

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
内
容
が
新
設
。

　
　

こ
れ
に
伴
い
、「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
学

　
　

び
方
」
は
第
２
学
年
に
移
動
。

第
３
学
年
で
取
り
扱
っ
て
い
た
「
健

康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
を
各
学

年
に
分
け
て
取
り
扱
う
よ
う
変
更
さ

れ
た
。
ま
た
、第
２
学
年
で
取
り
扱
っ

て
い
た
「
健
康
と
環
境
」
が
第
３
学

年
へ
移
動
さ
れ
た
。

○
第
１
学
年

　

・
心
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康

　

・
健
康
の
成
り
立
ち
、
疾
病
の
発
生
要
因

　

・
運
動
、
食
事
、
休
養
及
び
睡
眠
の
調
和
の

　
　

と
れ
た
生
活

○
第
２
学
年

　

・
傷
害
の
防
止

　

・
生
活
習
慣
病
と
健
康

　

・
喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用
と
健
康

○
第
３
学
年

　

・
健
康
と
環
境

　

・
感
染
症
の
予
防

　

・
健
康
を
守
る
社
会
の
取
り
組
み
、
保
健
・

　
　

医
療
機
関
の
利
用
、
医
薬
品
の
利
用

表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）をもとに新学社編集部の責任において作成。（ ）

新学社編集部の責任において部分抜粋した上で加工。  （ ）

技能：応急手当・
心肺蘇生法 技能：ストレスへの対処

第3学年より移動

第2学年
より移動

中
学
校
美
術
科
に
お
け
る

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
整
理

美術

目標　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，
　　　生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を次のと
　　　おり育成することを目指す。

（ ）表は「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（中央教育審議会第 197 号）
の「別添資料 2 ／ 3 別添 9-1」をもとに新学社編集部の責任において作成。（1）〜，①〜等の記号は新学社編集部にて加筆。

（ ）表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）をもとに新学社編集部の責任において作成。

感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
、
対
象
や
事
象
を
、
造
形
的
な
視
点

で
捉
え
、
自
分
と
し
て
の
意
味
や
価
値
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
。

（1）知識及び
　　技能

（1）対象や事象を捉える
造形的な視点について
理解するとともに，表
現方法を創意工夫し，
創造的に表すことがで
きるようにする。

（2）思考力，判断力，
　 表現力等

（2）造形的なよさや美しさ，表
現の意図と工夫，美術の働きな
どについて考え，主題を生み
出し豊かに発想し構想を練っ
たり，美術や美術文化に対す
る見方や感じ方を深めたりす
ることができるようにする。

（3）学びに向かう力，   
　人間性等

（3）美術の創造活動の喜びを味
わい，美術を愛好する心情を育
み，感性を豊かにし，心豊かな
生活を創造していく態度を養い，
豊かな情操を培う。

（1）−①対象や事象を捉える造形的
な視点について実感的に理解を深
めること　

　　　　　　　　　　　　　など

（1）−②感性や造形感覚を働かせて，
材料や用具を生かし，表現方法を
工夫して，創造的に表すこと　

など

（1）知識及び技能

（2）−①感性や想像力を働かせて，造形
的な視点で対象や事象を捉え，造形的
なよさや美しさ，意図と表現の工夫な
どについて考え，豊かに発想し，創造
的な表現の構想を練ること　

など

（2）−②感性や想像力を働かせて，造形
的な視点で対象や事象を捉え，造形的
なよさや美しさ，意図と表現の工夫な
どについて考え，美術や美術文化など
について自分の見方や感じ方を深め，
味わうこと　

など

（2）思考力，判断力，表現力等         

（3）−①様々な対象や事象からよさや美
しさなどの価値や心情などを感じ取る     
　感性

（3）−②美術の創造活動の喜び
（3）−③美術の創造活動に主体的に取り   
　組む態度

（3）−④美術を愛好する心情
（3）−⑤形や色彩などによるコミュニ　
　ケーションを通して，生活や社会と主体
　的に関わる態度

（3）−⑥美術文化の継承と創造への関心
（3）−⑦美しいものや優れたものに接し
　て感動する，情感豊かな心としての情操
　　　　　　　　　　　　　　  　など

（3）学びに向かう力，人間性等

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
各
学
年
の
「
目
標
」「
内
容
」
の
あ
と
に
「
内
容
の

取
扱
い
」
が
新
設
さ
れ
た
。

②
教
科
・
各
学
年
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の

柱
に
即
し
た
構
成
に
な
っ
た
。

③
内
容
の
「
Ａ
表
現
」「
Ｂ
鑑
賞
」「〔
共
通
事
項
〕」
と

い
う
構
成
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
が
、
内
容
も
、

目
標
同
様
、
三
つ
の
柱
に
即
し
た
構
成
に
な
っ
た
。

　
「
Ａ
表
現
」
は
、「（
１
）
表
現
の
活
動
を
通
し
て
、
次

の
と
お
り
発
想
や
構
想
に
関
す
る
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
」「（
２
）
表
現
の
活
動
を
通
し
て
、
次
の
と

お
り
技
能
に
関
す
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
」
の

二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
。「
Ｂ
鑑
賞
」
は
、
ア
の
「
美

術
作
品
な
ど
」
と
、イ
の
「
美
術
の
働
き
や
美
術
文
化
」

の
二
つ
に
関
す
る
事
項
に
分
け
て
示
さ
れ
た
。

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
教
科
・
各
分
野
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の

柱
に
即
し
た
構
成
に
。
ま
た
、
各
分
野
の
内
容
も
三

つ
の
柱
に
沿
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

②
体
育
分
野
で
は
、「
武
道
」
に
つ
い
て
例
示
の
９
種

目
な
ど
を
通
し
て
、
我
が
国
固
有
の
伝
統
と
文
化
に

よ
り
一
層
触
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。「
体
育
理

論
」
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
多
様
な
関
わ
り
方
と

し
て
「
知
る
こ
と
」
が
追
加
さ
れ
た
。

③
現
行
で
は
第
３
学
年
で
取
り
扱
っ
て
い
た
「
健
康
な

生
活
と
疾
病
の
予
防
」
を
第
１
〜
３
学
年
に
分
け
て

取
り
扱
う
よ
う
変
更
さ
れ
た
。
第
２
学
年
で
取
り

扱
っ
て
い
た
「
健
康
と
環
境
」
が
第
３
学
年
に
移
動

さ
れ
た
。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

①
体
育
分
野
…
「
体
育
理
論
」
第
１
学
年
の
「
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
の
学
び
方
」
は
第
２
学
年
に
移
動
さ
れ
た
。

②
保
健
分
野
…
取
り
扱
う
学
年
が
大
き
く
変
更
さ
れ

る
。「
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
」「
応
急
手
当
・
心
肺
蘇

生
法
」
が
技
能
と
し
て
新
た
に
示
さ
れ
た
。

中
学
校
保
健
体
育
科
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

中
学
校
美
術
科
に
お
け
る

造
形
的
な
見
方
・
考
え
方
と
は

	

体
育
分
野

	

保
健
分
野

中
学
校
美
術
科
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

学
習
内
容
の
主
な
変
更
点
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Ａ 主として自分自身に
　 関すること

Ｂ 主として人との
　 関わりに関すること

Ｃ 主として集団や
　 社会との関わりに
　 関すること

Ｄ 主として生命や自然，
　 崇高なものとの
　 関わりに関すること

［自主，自律，自由と責任］
［節度，節制］
［向上心，個性の伸長］
［希望と勇気，克己と強い意志］
［真理の探究，創造］

［思いやり，感謝］
［礼儀］
［友情，信頼］
［相互理解，寛容］

［遵法精神，公徳心］
［公正，公平，社会正義］
［社会参画，公共の精神］
［勤労］
［家族愛，家庭生活の充実］
［よりよい学校生活，集団生活
の充実］

［郷土の伝統と文化の尊重，郷
土を愛する態度］

［我が国の伝統と文化の尊重，
国を愛する態度］

［国際理解，国際貢献］

［生命の尊さ］
［自然愛護］
［感動，畏敬の念］
［よりよく生きる喜び］

家
庭
分
野
の
学
習
内
容
の

主
な
改
善
点

技術・
家庭科

目標　生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働か
　　　せ，生活や技術に関する実践的・体験的な活動を通して，よ
　　　りよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活
　　　を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目
　　　指す。

●
「
Ａ
材
料
と
加
工
の
技
術
」「
Ｂ
生
物
育
成
の
技
術
」「
Ｃ
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術
」「
Ｄ
情
報
の
技
術
」
の
構
成
に
。

Ｂ
と
Ｃ
の
順
序
が
現
行
か
ら
変
更
。

●  
第
１
学
年
の
最
初
に
、
Ａ
〜
Ｄ
の
技
術
の
内
容
に
つ
い
て

触
れ
、
第
３
学
年
で
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
た
統
合

的
な
問
題
に
つ
い
て
も
扱
う
。

生
活
や
社
会
に
お
け
る
事
象
を
、
技
術
と
の
関
わ
り
の

視
点
で
捉
え
、
社
会
か
ら
の
要
求
、
安
全
性
、
環
境
負

荷
や
経
済
性
等
に
着
目
し
て
技
術
を
最
適
化
す
る
こ
と

技
術

家
族
や
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費
や
環
境
な
ど
に
係
る
生

活
事
象
を
、
協
力
・
協
働
、
健
康
・
快
適
・
安
全
、
生

活
文
化
の
継
承
・
創
造
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
等
の
視
点

で
捉
え
、
よ
り
よ
い
生
活
を
営
む
た
め
に
工
夫
す
る
こ
と

家
庭

（1）知識及び
　　技能

（1） 生活と技術につ
いての基礎的な理解
を図るとともに，そ
れらに係る技能を身
に付けるようにする。

（2）思考力，判断力，
　 表現力等

（2）生活や社会の中から問題
を見いだして課題を設定し，
解決策を構想し，実践を評価・
改善し，表現するなど，課題
を解決する力を養う。

（3）学びに向かう力，   
　人間性等

（3）よりよい生活の実現や持
続可能な社会の構築に向け
て，生活を工夫し創造しよう
とする実践的な態度を養う。

表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）をもとに新学社編集部の責任において作成。（ ）

新学社編集部の責任において部分抜粋した上で加工。（ ）

新学社編集部の責任において部分抜粋した上で加工。（ ）

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
内
容
項
目
の
ま
と
ま
り
が
、
生
徒
に
と
っ
て
の
対
象

の
広
が
り
に
即
し
て

Ａ　

主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

Ｂ　

主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

Ｃ　

主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る

　

こ
と

Ｄ　

主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関

　

わ
り
に
関
す
る
こ
と

の
順
に
変
更
に
な
っ
た
。

②
内
容
項
目
の
整
理
統
合
が
行
わ
れ
、
全
22
の
内
容
項

目
に
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
端
的
に
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が

付
さ
れ
た
。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

①
「
第
３　

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
に

お
い
て
、
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
の
充
実
が
求

め
ら
れ
、
科
学
技
術
の
発
展
と
生
命
倫
理
と
の
関
係

や
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
な
ど
の
現
代
的
な
課
題

の
取
扱
い
に
つ
い
て
追
加
さ
れ
た
。

道徳

特
別
の
教
科
道
徳
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

内
容
項
目
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
の
整
理

図は「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（中央教育審議会第 197 号）
の「別添 16-2」をもとに，新学社編集部において作成。

目標　

（ ）

第 1 章総則の第 1 の 2 の（2）に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道
徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視野から多面的・多
角的に考え，人間としての生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践
意欲と態度を育てる。

表は新「学習指導要領」（文部科学省告示）をもとに新学社編集部において作成。（ ）

中学校における道徳教育と資質・能力（イメージ）
道徳科の学習活動を支える要素

道徳科

各教科等

道徳性を養うために行う道徳科における学習
道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を広
い視野から多面的・多角的に考え，人間としての生き方につい
ての考えを深める学習

道徳的
価値の理解

を基に 人間としての生き方に
ついての考え（思考）

自己を
見つめる

多面的・多角的
に考える

学習を
通して

道徳教育・道徳科で育てることを目指す
資質・能力

道徳性

道徳的な判断力，
心情，

実践意欲と態度

基盤と
なる

各教科等で育成する資質・能力
「学びに向かう力，人間性等」各教科等の目標に基づく固有の指導

自立した人間
として他者と
共によりよく
生きる実践
（行為・表現
など）

中
学
校
技
術
・
家
庭
科
の
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

中
学
校
技
術
・
家
庭
科
に
お
け
る

見
方
・
考
え
方
と
は

材
料
と
加
工
の
技
術

（
1
）
生
活
や
社
会
を
支
え
る
材
料
と
加
工
の
技
術

（
2
）
材
料
と
加
工
の
技
術
に
よ
る
問
題
解
決

（
3
）
社
会
の
発
展
と
材
料
と
加
工
の
技
術

家
族
・
家
庭
生
活

（
1
）
自
分
の
成
長
と
家
族
・
家
庭
生
活

（
2
）
幼
児
の
生
活
と
家
族

（
3
）
家
族
・
家
庭
や
地
域
と
の
関
わ
り

（
4
）
家
族
・
家
庭
生
活
に
つ
い
て
の
課
題
と
実
践

生
物
育
成
の
技
術

（
1
）
生
活
や
社
会
を
支
え
る
生
物
育
成
の
技
術

（
2
）
生
物
育
成
の
技
術
に
よ
る
問
題
解
決

（
3
）
社
会
の
発
展
と
生
物
育
成
の
技
術

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術

（
1
）
生
活
や
社
会
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術

（
2
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術
に
よ
る
問
題
解
決

（
3
）
社
会
の
発
展
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術

情
報
の
技
術

（
1
）
生
活
や
社
会
を
支
え
る
情
報
の
技
術

（
2
）
情
報
の
技
術
に
よ
る
問
題
解
決

（
3
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
双
方
向
性
の
あ
る

　
　

 

コ
ン
テ
ン
ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
解
決

（
4
）
社
会
の
発
展
と
情
報
の
技
術　

製作に必要な
図では，主に
等角図，第三
角法による図
法を扱う。

1年の最初に
ガイダンス
として履修

消
費
生
活
・
環
境

（
1
）
金
銭
の
管
理
と
購
入

（
2
）
消
費
者
の
権
利
と
責
任

（
3
）
消
費
生
活
・
環
境
に
つ
い
て
の
課
題
と
実
践

「金銭の管理」
が追加

作物の栽培，
動物の飼育，
水産生物の栽
培のいずれも
扱う。

「高齢者」と
の関わりや
交流が追加

新設

●「
Ａ
家
族
・
家
庭
と
子
ど
も
の
成
長
」「
Ｂ
食
生
活
と
自
立
」「
Ｃ

衣
生
活
・
住
生
活
と
自
立
」「
D
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
」

の
四
項
目
か
ら
、「
Ａ
家
族
・
家
庭
生
活
」「
Ｂ
衣
食
住
の

生
活
」「
Ｃ
消
費
生
活
・
環
境
」
の
三
項
目
に
変
更
。

●
「
Ｃ
消
費
生
活
・
環
境
」
に
も
「
生
活
の
課
題
と
実
践
」
が

追
加
さ
れ
、
Ａ
〜
Ｃ
の
三
項
目
か
ら
一
つ
以
上
選
択
に
。

「
生
活
の
営
み
に
係
る
見
方
・
考
え
方
」
の

う
ち
、「
協
力
・
協
働
」
を
主
と
し
て
考
察

衣
食
住
の
生
活

（
1
）
食
事
の
役
割
と
中
学
生
の
栄
養
の
特
徴

（
2
）
中
学
生
に
必
要
な
栄
養
を
満
た
す
食
事

（
3
）
日
常
食
の
調
理
と
地
域
の
食
文
化

（
4
）
衣
服
の
選
択
と
手
入
れ

（
5
）
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
布
を
用
い
た
製
作

（
6
）
住
居
の
機
能
と
安
全
な
住
ま
い
方

（
7
）
衣
食
住
の
生
活
に
つ
い
て
の
課
題
と
実
践

「和食の調理」
が追加

「布を用いた製作」
が「住居」の前に

「
生
活
の
営
み
に
係
る
見
方
・
考
え
方
」
の

う
ち
、「
健
康
・
快
適
・
安
全
」「
生
活
文

化
の
継
承
」
を
主
と
し
て
考
察

「
生
活
の
営
み
に
係
る
見
方
・
考
え
方
」
の

う
ち
、「
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
」
を

主
と
し
て
考
察

　
　
　
　

は
Ａ
〜
Ｃ
の
う
ち
、

三
年
間
で
一
つ
以
上
を
選
択
し
て
履
修

A 

A 

B

B

C

C

D 技
術
分
野
の
学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

「生活の課題と
実践」が追加
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新
学
習
指
導
要
領
と

入
試
の
変
化

（
平
成
29
年
春
入
試
概
況
）

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

●「
人
間
関
係
形
成
」「
社
会
参
画
」「
自
己
実

現
」
の
三
つ
の
視
点
で
、
育
成
を
目
指
す

　

資
質
・
能
力
を
整
理
。

●
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
主
権
者
教
育
、
安
全
教

育
な
ど
の
充
実
を
図
る
。

本誌面については，新「学習指導要領」（文部科学省告示）の規定や答申の内容をもとに新学社編集部
の責任において新たに作成したものである。

特別
活動（1）知識及び技能

●多様な他者と協働する様々
な集団活動の意義の理解。

●様々な集団活動を実践する
上で必要となることの理解
や技能。

（2）思考力，判断力，
　　表現力等

●所属する様々な集団や自己
の生活上の課題を見いだ
し，その解決のために話し
合い，合意形成を図ったり，
意思決定したり，人間関係
をよりよく構築したりする
ことができる。

（3）学びに向かう力，
　　人間性等

●自主的・実践的な集団活動
を通して身に付けたことを
生かし，人間関係をよりよ
く構築しようとしたり，集
団生活や社会をよりよく形
成しようとしたり，人間と
しての生き方についての考
えを深め自己の実現を図ろ
うとしたりする態度。

（ ）

目
標
と
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

目標　 集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ，様々な集
団活動に自主的，実践的に取り組み，互いのよさや可能性を発
揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通し
て，次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

◆「特別活動」における見方・考え方（集団や社会の形成者としての見方・考え方）：
各教科等における「見方・考え方」を総合的に活用して，集団や社会における問題を捉え，
よりよい人間関係の形成，よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自己の実現に関連付
けること。

◆各活動・学校行事の目標：
＜学級活動＞　学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するため

に話し合い，合意形成し，役割を分担して協力して実践したり，学級での話合いを生かし
て自己の課題の解決及び将来の生き方を描くために意思決定して実践したりすることに，
自主的，実践的に取り組むことを通して，目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。

＜生徒会活動＞　異年齢の生徒同士で協力し，学校生活の充実と向上を図るための諸問題の
解決に向けて，計画を立て役割を分担し，協力して運営することに自主的，実践的に取り
組むことを通して，目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。

＜学校行事＞　全校又は学年の生徒で協力し，よりよい学校生活を築くための体験的な活
動を通して，集団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養いながら，目標に掲げる資
質・能力を育成することを目指す。

　

近
年
の
高
校
入
試
で
は
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

を
問
う
問
題
の
出
題
が
目
立
っ
て
い
る
。［
複
数
の
資
料
・

グ
ラ
フ
・
図
表
な
ど
を
読
み
取
っ
て
答
え
さ
せ
る
問
題
］［
実

生
活
に
関
連
し
た
問
題
］
な
ど
は
既
に
定
番
化
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
い
わ
ゆ
る「
活
用
問
題
」

が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
記
述
量
の
増
加
も
顕
著
で
あ

り
、
国
語
・
英
語
に
関
し
て
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
外
の
教
科
で
も
、
例
え
ば
数
学
で
は
、
解
き
方
・
求
め
方

を
書
か
せ
る
問
題
な
ど
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
入
試
傾
向
の
変
化
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の

方
向
性
と
も
合
致
し
て
お
り
、
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
向

け
て
、
そ
の
変
化
は
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
高
大
接
続
改
革
で
検
討
中
の

新
し
い
大
学
入
試
に
お
い
て
も
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
」
を
問
う
問
題
、
記
述
式
の
問
題
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、

そ
ち
ら
の
影
響
も
受
け
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
も
踏
ま
え
て
、
平

成
29
年
春
に
実
施
さ
れ
た
最
新
入
試
の
傾
向
に
つ
い
て
、
教

科
ご
と
に
紹
介
す
る
。

●
出
題
傾
向

　

指
定
字
数
の
多
い
記
述
問
題
や
、
複
数
の
資

料
を
読
み
取
っ
て
書
く
課
題
作
文
な
ど
、
応
用

力
を
試
す
出
題
が
増
え
た
。

　

小
説
は
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
、
説
明
文
は

自
然
科
学
系
の
文
章
が
多
く
出
題
さ
れ
た
（
例
：
蓮
見
恭
子

「
襷
を
、
君
に
。」
が
5
県
、
稲
垣
栄
洋
「
植
物
は
な
ぜ
動

か
な
い
の
か
」
が
4
県
）。
新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
る
、

読
書
の
意
義
と
効
用
に
つ
い
て
理
解
し
、
普
段
か
ら
読
書
す

る
こ
と
を
心
が
け
た
い
。

　

小
説
で
主
人
公
の
心
情
を
理
解
す
る
問
題
や
、
説
明
文
で

筆
者
の
意
見
を
と
ら
え
る
問
題
な
ど
は
例
年
通
り
出
題
さ
れ

て
い
る
。
心
情
を
表
す
語
句
の
量
を
増
や
す
な
ど
語
彙
指
導

の
充
実
が
、
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
活
用
問
題

　

文
章
と
グ
ラ
フ
な
ど
、
複
数
の
資
料
を
読
み
取
っ
て
書
く

課
題
作
文
の
出
題
や
、
内
容
を
読
み
取
っ
た
上
で
、
理
由
や

根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
意
見
文
を
書
く
出
題
が
見
ら
れ
た
。

新
学
習
指
導
要
領
で
も
複
数
の
情
報
を
整
理
し
な
が
ら
内
容

を
読
み
取
り
、
文
章
と
図
表
を
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と
や
、

根
拠
を
も
つ
こ
と
、
相
手
の
立
場
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
問
題
が
出

題
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

●
出
題
傾
向

【
形
式
】　

全
国
的
に
、
特
に
地
理
・
公
民
を
中

心
に
、
資
料
読
み
取
り
問
題
が
増
加
し
、
単
純

な
知
識
を
問
う
問
題
が
減
少
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
解
答

を
文
章
で
記
述
さ
せ
る
問
題
を
出
す
県
が
増
え
、
平
成
29
年

の
春
の
入
試
で
は
46
都
道
府
県
で
出
題
さ
れ
た
。
県
に
よ
っ

て
は
１
０
０
字
程
度
の
記
述
を
求
め
る
問
題
も
見
ら
れ
、
新

学
習
指
導
要
領
で
言
語
活
動
の
一
層
の
重
視
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
文
章
記
述
問
題
を
重
視
す
る
傾
向
は
今
後

も
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。

【
内
容
】　

時
事
問
題
と
し
て
、
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に

関
す
る
問
題
、
新
学
習
指
導
要
領
で
も
重
視
さ
れ
る
「
領
域

を
め
ぐ
る
問
題
」
に
関
し
て
、
日
本
の
端
に
位
置
す
る
島
や

領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
に
関
す
る
問
題
が
、
複
数
の
県
で

出
題
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
半
数
以
上
の
県
で
雨
温
図
、
地
形
図
を
読

み
取
ら
せ
る
問
題
が
、
９
割
近
く
の
県
で
歴
史
な
ど
の
並
べ

替
え
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
試
で
は
、
基

本
的
な
知
識
は
も
と
よ
り
、
資
料
を
読
み
取
る
能
力
や
知
識

を
整
理
す
る
能
力
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

●
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
活
用
問
題

　

例
え
ば
静
岡
県
入
試
で
は
、
男
女
別
の
労
働
人
口
、
勤
続

年
数
、
賃
金
の
３
つ
の
資
料
か
ら
、
女
性
の
労
働
に
関
し
て

改
善
さ
れ
た
点
、
課
題
点
を
70
字
程
度
で
記
述
さ
せ
る
問
題

が
出
さ
れ
た
。

国語

社会

※「知識や資料を活用して解
く問題」は全県で出題さ
れており，グラフの県数は，
そのうち 3 つ以上の資料
を活用した問題等を出題
している県を集計したも
のです。

0

10

20

30

40

47

0

5

10

15

20

25

30

0

5

10

15

20

25

30

35

0

10

20

30

40

50

0

5

10

15

20

25

30

35

40

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

47

41 41 43 18 24 27 27 27 33 43 44 44 34 35 36

（県）

（県） （県） （県）47
（県）

0

10

20

30

40

47

0

5

10

15

20

25

30

0

5

10

15

20

25

30

35

0

10

20

30

40

50

0

5

10

15

20

25

30

35

40

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

47

41 41 43 18 24 27 27 27 33 43 44 44 34 35 36

（県）

（県） （県） （県）47
（県）

学習指導要領で
示す目標

探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学
習を行うことを通して，よりよく課題を解決し，自己
の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。

（1）知識及び技能

●課題について横断的・総合
的な学習や探究的な学習を
通して獲得する知識（及び
概念）

●課題について横断的・総合
的な学習や探究的な学習を
通して獲得する技能

●探究的な学習のよさの理解

（2）思考力，判断力，
　　表現力等

●探究的な学習を通して身に
付ける課題を見いだし解決
する力
・課題設定
・情報収集
・整理・分析
・まとめ・表現　　　など

（3）学びに向かう力，
　　人間性等

●主体的な探究活動の経験を
自己の成長と結び付け，次
の課題へ積極的に取り組も
うとする態度を育てる。

●協同的（協働的）な探究活
動の経験を社会の形成者と
しての自覚へとつなげ，積
極的に社会参画しようとす
る態度を育てる。 など

◆「総合的な学習の時間」における見方・考え方（探究的な見方・考え方）：
各教科等における見方・考え方を総合的に活用して，広範な事象を多様な角度から俯

ふ

瞰
かん

し
て捉え，実社会や実生活の文脈や自己の生き方と関連付けて問い続けること。

◆資質・能力の育成：
「課題の設定」→「情報の収集」→「整理・分析」→「まとめ・表現」といった探究のプ
ロセスを通して育成する。

◆各学校が設定する目標：
学習指導要領が示す目標を踏まえて，各学校が目標を設定し，その目標を踏まえた内容を
定める。

目
標
と
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

●
各
学
校
が
教
科
横
断
的
な
目
標
を
定
め
て
、

学
校
全
体
で
育
て
た
い
資
質
・
能
力
に
対

応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
う
よ
う
に
す
る
。

総合的な
学習の
時間

活用問題の出題県数

活用問題の出題県数
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